
全
乃
夫
局
、
。
ル

第
五
十
巻

ホ

ジ

ア

プ

ラ

l
ル
の
不
動
産
登
記
文
書

ー
ー
一
五
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
の
私
有
財
産
所
有
に
つ
い
て
|
|

ヤ

• 

は

じ

め

に

一

文

書

の

形

式

二

文

書

の

内

容

三
ミ
ル
ク
の
所
有
者

お

わ

り

に

t主

じ

め

一
五
世
紀
後
半
、

の
活
動
の
み
な
ら
ず
嘗
時
マ

l

中
央
ア
ジ
ア
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
居
住
し
、

第
三
挽

l
 

l
 

'lI' 

卒
成
三
年
十
二
月
護
行

本

正

イ
ス
ラ
ム
神
秘
主
義
教
圏
ナ
ク
シ
で
ハ
ン
デ
ィ
ー
教
圏
の
シ

知

- 1ー

373 

ラ

l
ル、

-
ワ
ラ
I
・
ア
ン
ナ
フ
ル
を
支
配
し
た
テ
ィ
ム

i
ル
朝
に
劃
し
て
大
き
な
政
治
的
護
言
力
を
有
し
た
こ

ャ
イ
フ
と
し
て

と
で
知

ホ
l
ジ
ャ
・
ナ
l
シ
ル
・
ア
γ
デ
ィ

l
ン
・
ウ
バ
イ
ド
・
ア
ッ
ラ

l

(
一
四

O
四
|
九

O
〉
は

ら
れ
る
逼
稀
ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ

莫
大
な
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(
1〉

不
動
産
を
中
央
ア
ジ
ア
各
地
に
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
聖
者
俸
の
断
片
的
な
記
述
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
賓
態
を
具
瞳
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
七
四
年
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
に
よ
っ
て
、

彼
の
所
有
す
る
不
動
産
に
闘
す
る
文
書
集

C
・h
・

(
2〉

4
2
0
E
F
n
h
N
ミ号、
hhH足
。
完
走
。
。
δ
主
主
N
3
F
h
Hて
l
N」
VNE--
三。
R
E
W
H句
、
可
九
日
・
が
校
訂
・
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

(
3〉

こ
の
文
書
集
に
含
ま
れ
る

一
五
世
紀
に
書
か
れ
た
文
書
十
二
通
の
う
ち
四
通
が
ワ
ク
フ
文
書
、
残
り
の
八
通
が
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
に
よ
っ
て
不

動
産
登
記
文
書
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
〈
文
書
1
、
2
、
3
、
4
、
6
、
7
、
8
、
9
)
。

不
動
産
を
寅
り
渡
し
た
こ
と
を
謹
明
す
る
文
書
で
あ
る
が
、
買
買
さ
れ
た
不
動
産
は
す
べ
て
ミ
ル
ク
自
己
内
と
表
現
さ
れ
、

設
定
文
書
か
ら
ワ
ク
フ
物
件
と
し
て
彼
が
寄
進
し
た
不
動
産
の
ほ
と
ん
ど
は
ミ
ル
ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

八
逼
は
す
べ
て
ホ
l
ジ
ャ

・
ア
フ
ラ
l
ル
に
た
い
し
て

ま
た
彼
の
ワ
ク
フ

ミ
ル
ク
と
は
イ
ス
ラ
ム
の
私
有
財
産
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
筆
者
は
す
で
に
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
に
お
け
る
ミ
ル
ク
の
意
味
と
そ
の
歴
史

的
展
開
を
概
略
し
、
そ
う
呼
ば
れ
る
私
有
の
不
動
産
が
イ
ス
ラ
ム
文
化
固
に
は
ワ
ク
フ
と
並
ん
で
極
め
て

一
般
的
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ

(

4

)

 

と
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
こ
の
八
通
の
不
動
産
登
記
文
書
の
書
式
、
内
容
を
調
べ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
嘗
時
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お

け
る
私
有
財
産
所
有
す
な
わ
ち
ミ
ル
ク
の
所
有
と
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

- 2ー

今
回
我
々
が
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
法
事
上
の
所
有
の
問
題
で
は
な
く
現
買
に
存
在
し
て
い
る
ミ
ル
ク
の
内
容
と
嘗
該

イ
ス
ラ

ム
祉
舎
に
お
け
る
そ
の
所
有
の
社
曾
的
・
制
度
的
一
意
味
、
た
と
え
ば
私
有
財
産
と
し
て
の
承
認

・
保
詮
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
人
々
が
所
有
し
て
い
た
か
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
結
論
は
、

お
そ
ら
く
ワ
ク
フ
制
度
の
研
究
と
同
じ
く
、
車
に
中
央
ア
ジ
ア
祉

舎
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
こ
の
時
期
の
イ
ス
ラ
ム
圏
全
域
に
お
け
る
私
有
財
産
所
有
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ

っ
て
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
と
い
う
神
秘
主
義
教
圏
の
シ
ャ
イ
フ
の
莫
大
な
不
動
産
所
有
を
嘗
時
の
イ
ス
ラ
ム
枇

舎
の
法
律
的
・
経
済
的
枠
組
み
の
中
で
正
嘗
に
評
債
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
文
書
の
形
式
か
ら
不
動
産
登
記
の
具
瞳
的
手
績
き
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
嘗
時
の
不
動
産
所
有

・
頁
買
の
社
曾
的
承
認
お
よ
び
保
護

は
何
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。



文

書

の

形

式

八
逼
の
文
書
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
共
通
し
た
形
式
の
説
明
の
た
め
に
、

し
な
が
ら
文
書
1
と
文
書
6
を
抄
語
し
、
注
に
よ
り
内
容
を
補
っ
た
。

チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
の
語
・
注
を
参
考
に

文
書
1

[
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
圏
中
央
園
立
文
書
館
所
蔵
。
原
文
書
二

0
・二

x
五
一
・
五
回
。
黒
イ
ン
グ
に
よ
る
デ
ィ
l
ワ
l
ニ
I
書
陸
。
文
章
の
末
尾
に
直
径
二
・
二

回
の
閤
形
の
印
「
祈
願
者
ア
プ
I
・
マ
ン
ス
l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
プ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ミ
ス
キ
I
ン
援
助
者
に
し
て
永
遠
な
る
主
に
依
存
す
る
者
」
]

至
高
な
る
彼
〔
紳
〕
こ
そ
が
主
え
aB巴
持
で
あ
る
。

八
五
九
年
ジ
ム
マ
l
ダ
l
・
ア
ル
ア

I
ヒ
ラ
月
一
一
一
日
〔
一
四
五
四
年
四
月
一
日
〕
、

(
5〉

の
管
理
・
慮
分
は
法
的
数
力
を
有
す
る
扶
態
に
あ
る
(
官

E
E同包
E
E
R
E
E
F
-〉
|
|
は
以
下
の
よ
う
に
供
述
し
た
(
石
町
田
S
L
)
。

- 3 ー

ハ
サ
ン
・
プ
ン
・
バ
イ
ラ
ム
ホ

I
ジ
ャ
|
|
彼

「
私
は
、
最
終
的
な
貰
買
に
よ
り
、
ホ
l
ジ
ャ
・
ウ
バ
イ
ド
・
ア
y
ラ
l
・
ブ
ン
・
ホ

I
ジ
ャ
・
ジ
ャ
ラ
l
ル
・
ア
y
デ
ィ
l
ン
・
マ

(
6〉

フ
ム

l
ド
に
濁
し
て
私
自
身
の
ミ
ル
ク
自
己
内
で
あ
る
屋
敷
宮
司
削
町
を
貰
り
渡
し
た
。(

7

)

 

そ
れ
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ス

I
ザ
ン
ガ
ラ
l
ン
門
街
匝
何
回
可
ム
ロ

R
ゲム

ω口
N

曲ロ
m
R同
ロ
に
あ
り
、

二
軒
の
家
屋
日
岳
山
口
同
と
倉
庫

hwロ
」
皆
同
と
ア

l
チ
玄
関

Z
E
と
二
階
部
冨
釘

s
r
E
E
と
泳
浴
場
官
官

E
?
F
E
E
と
一
本
の
桑
の
木
苫
「
岳

EWE-』

ρ
尽

か

ら
な
る
。

375 

〈

8
)

そ
の
西
側
の
境
界
は
上
越
の
購
入
者
の
所
有
す
る
諸
庖
舗
岳

E
F
E
に
接
す
る
。

北
側
の
境
界
は
、
あ
る
部
分
は
固
有
地
N

同

BE--zrzz
に
、
あ
る
部
分
は
ア
ミ
l
ル
・
シ
l
ル
マ
ト
ホ
I
ジ
ャ

(

9

)

 

自己]内}何者削
Y
T
-
-
:
:
の
家
屋

F
E
E
-
E
に
接
す
る
。

krg間同

ωEH-
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東
の
境
界
は
行
き
止
ま
り
の
道
同
岱

E-
my田
町
ロ
削
虫
色
町
田
に
接
し
、
南
の
境
界
も
同
じ
。

全
て
の
境
界
の
巨
切
り
は
明
確
な
る
標
識
に
よ
る
。

そ
れ
は
、
全
て
の
権
利
と
そ
こ
に
附
属
す
る
設
備
と
と
も
に

(ZEYE--
-
f
z
z
dZ
目
白
芯

E
-
Zと
現
在
通
用
せ
る
一
五

O

O
公
正
デ
ィ

l
ナ
l
ル
仏
宮
町
ム
〆
色
町
で
、

ま
た
、

債
務
不
履
行
の
責
任
は
全
て
私
の
上
に
あ
る
も
の
と

(

日

)

し
て
(
ヨ
ペ
巳

'
s
tr主
巳
ふ
与
手
間
阿
国

-'
Z
E
Eロ
円
増
同
仏
曲
目
削
ロ
巳

'Esr
・同

-a苫
)
買
り
渡
さ
れ
、
上
述
の
被
供
述
者
が
購
入
し
た
。

買
買
に
お
け
る
一
商
品
の
債
格
は
、
嘘
や
ご
ま
か
し
の
な
い
不
動
産
査
定
者
の
評
債
に
よ
る
〈
宮
古
ρ
主
目
ム
目

2
2
3Bム
五
三

相

首

の
債
格
子
回
目
白
ロ
ム

B
Eニ
で
あ
っ
た
。
」

等
債
の
正
し
き
相
互
交
換
に
よ
り
、

信
頼
で
き
る
人
々
の
臨
席
に
よ
り
、
権
限
を
有
す
る
者
が
彼
が
員
賞
を
語
っ
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
に
よ
り
以
上
の
こ
と
が
承
認
さ
れ

た

-4-

l 

(

日

)

至
高
な
る
紳
の
貧
し
き
僕
ア
ブ

l
・
マ
ン
ス

l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
が
供
述
の
内
容
を
確
誼
(
臼

E
Z
E
正
削

Z
円削
叫
玄
白
削

b
'
E
〉。

サ
ア
ド

・
ア
ッ
ラ

l
・
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
ル
イ
ス
ピ

l
ジ
ャ

l
ビ
l
が
誼
人
た
ち
(
田
宮
古
島

1
・0
同
臼
E
E島
)
の

一
人。

(
ロ
)

ア
フ
マ
ド

・
ア
リ

l
・
ア
ル
ホ
ラ
ズ
ミ

I
が
内
容
を
確
謹
。

2 3 4 

ホ
l
ジ
ャ

・
ス
ル
タ
ン
・
プ
ン

・
ジ
ャ
ハ
ン
ギ

l
ル
が
内
容
を
確
謹
。

5 

バ
イ
ラ
ム
シ
ャ

l
・
ブ
ン

・
ジ

ュ
ナ
イ
ド

・
ラ
マ
ダ

l
ン

・
ロ
ウ
ガ
ン
ギ

l
ル
が
内
容
を
確
誼
。

6 

ア
ブ
ド

・
ア
ル
ア
ジ

l
ズ

・
ブ
ン

・
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ブ
ン

・
ア
ブ
ド

・
ア
ッ
ラ
ー
が
内
容
を
確
誼
。

7 

マ
ウ
ラ
!
ナ

l
・
ク
ト
ゥ
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ

I
ン

・
プ
ン

・
マ
ウ
ラ

l
ナ
l
・
ウ
バ
イ
ス
が
内
容
を
確
置
。

8 

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ブ
ン

・
ア
ブ
ド

・
ア
ッ
ラ

l
・
ア
ル
ブ
ハ

l
リ
l
・
ア
ル
ラ

I
ズ
ィ
ー
が
内
容
を
確
誼
。

9 

貧
者
ア
リ

l

・
ハ
キ

l
ム
・
ア
ル
テ
ル

メ
デ
ィ

l
の
謹
言
に
よ
る
。

10 

ア
ブ
ド

・
ア

ル
カ
イ
イ
ム
・
プ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド

・
ア
y
ラ
ー
が
内
容
を
確
誼
。
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11 

シ
ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
シ
ャ
リ

l
フ
ィ

l
の
謹
言
に
よ
る
。

12 

ア
ミ

l
ル
・
ジ
ヤ
ラ
グ
・
ザ
タ
ニ

l
が
内
容
を
確
詮
。

13 

ノ
ウ
ル

1
ズ
・
マ
リ
ク
・
サ

l
ガ
ル
ジ

l
が
内
容
を
確
認
。

14 

マ
ウ
ラ
l
ナ

1
・
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
マ
ウ
ラ
l
ナ
l
・
ュ
l
ヌ
ス
が
内
容
を
確
謹
。

ジ
ヤ
ラ
ク
・
ブ
ン
・
マ
ウ
ラ
l
ナ
l
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
カ
l
シ
品
ガ
リ
ー
が
内
容
を
確
謹
。

15 16 

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ホ

l
ジ
ャ
・
ハ

I
ジ
ー
が
内
容
を
確
詮
。

17 

ニ
ザ

l
ム
・
ア
y
デ
ィ

l
ン
の
謹
言
に
よ
る
。

18 

ヌ
l
ル
・
ア
ッ
ラ
l
・
ブ
ン
・
マ
ウ
ラ

I
ナ
l
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
イ
ス
ピ
l
ジ
ャ
l
ビ
ー
が
内
容
を
確
詮
。

19 

ホ
l
ジ
ャ
・
シ
ャ
イ
フ
・
ム
ザ
ッ
フ
ア
ル
・
ブ
ン
・
ホ

I
ジ
ャ
・
シ
ャ
イ
フ
・
ハ
イ
ダ
ル
が
内
容
を
確
詮
。

- 5 ー

20 

ホ
1
ジ
ャ
・
ナ

I
ム
l
ス
・
ブ
ン
・
ホ

l
ジ
ャ
・
ア
イ
マ
ン
シ
ャ

I
が
内
容
を
確
誼
。

21 

マ
フ
ム

I
ド
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ベ
ク
・
ホ
ラ
ズ
ミ
ー
が
内
容
を
確
詮
。

22 

ホ
l
ジ
ャ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ブ
ン
・
ホ

I
ジ
ャ
・
ハ

I
ジ
l
・
ウ
マ
ル
が
内
容
を
確
謹
。

23 

ホ
l
ジ
ャ
・
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ブ
l
・
イ
ス
ハ

1
ク
・
ブ
ン
・
マ
ウ
ラ
l
ナ
l
・
ア
サ
イ
ン
・
シ

I
ラ
l
ズ
ィ
ー
が
内
容
を
確
認
。

上
述
の
よ
う
に
書
か
れ
た
こ
の
法
に
卸
し
た
文
書

4
5
F
M官
岳
民
ぜ
可
同
の
内
容
は
合
法
や
否
や
(
包
官
ザ

(
刊
日
)

ユ
ロ
同
〉
の
聞
に
つ
い
て
の
シ
ャ
イ
フ
に
し
て
最
も
偉
大
な
る
イ
マ

l
ム
巳
・
田

E-Fr
白己
B
削
ヨ
巳
・
と
色
ー
ー

l
紳
が
彼
を
嘉
せ
ら
れ
ま
す

(
M
)
 

一
紳
よ
、
明
ら
か
に
し
、
我
ら
に
報
い
賜
え
。

神
の
追
想
に
祝
福
あ
れ
/

よ
う
に
|
|
の
言
葉
は
い
か
な
る
も
の
な
り
や
?

24 

合
法
で
あ
る
。
紳
が
最
も
よ
く
知
り
給
う
。

ア
プ

l
・
ア
ッ
サ
フ
ァ

1
・
ブ
ン
・
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ

l
ム
記
す
。

25 

合
法
で
あ
る
。
神
が
最
も
よ
く
知
り
給
う
。

フ
ァ
ド
ル
・
ア
ッ
ラ

l
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ワ

I
ヒ
ド
・
ブ
ン
・
ア
ピ

l
・
ア
y

ラ
イ
ス
記
す
。
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文
書
6

[
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
圏
中
央
図
立
文
書
館
所
蔵
。
原
文
書

一
八
・
五
×
四
六

・
五
個
。

黒
イ
ン
ク
に
よ
る
デ
ィ
I
ワ
l
ニ
l
書
盤
。
文
一章
の
末
尾
に
直
径
二
・
=
福

の
図
形
の
印
「
貧
者
フ
ア
フ
ル
・
プ
ン
・
ア
ピ
l

・
マ
ン
ス
l
ル
貧
困
こ
そ
が
諸
事
に
お
け
る
私
の
誇
り
」
。
裏
に
ワ
ク
フ
登
録
文
書
。
末
尾
に
表
と
閉
じ
印
]

表

彼
〔
神
〕
よ
ノ

八
八
五
年
サ
フ
ァ
ル
月
一
二
日
〔
一
四
八

O
年
四
月
二
三
日
〕
ピ

1
ピ
l
・
ラ
l
ビ
ア
・
ス
ル
タ
ン
・
ピ
ン
ト
・
ホ
l
ジ
ャ
・
ム
ハ
ン

マ
ド
・
タ
l
ヒ
ル
|
|
彼
女
の
管
理
・
慮
分
は
法
的
教
力
を
有
す
る
朕
態
に
あ
る
(
宮

F
E同包
E
E
Eロ
宮
山
'
r
s
|
|
、

彼
女
は
彼
女

自
身
の
娘
の
ス
ル
タ
ン
・
バ
フ
ト
・
ピ
ン
ト
・
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
ミ
l
ル
・
ア
フ
マ
ド
の
全
て
の
擢
限
を
も
っ
代
理
人
当
白
E
F
R削
自
自
白

目
玉
-2白
で
あ
り
、

い
す
る
法
に
印
し
た
請
求
仏
民
宅
仰
に
お
い
て
:
:
:
と
ホ

I
ジ
ャ
・
ス
ル
タ
ン
・
バ
ヤ
ズ
ィ
l
ド
・
プ
ン
・
ホ
l
ジ
ャ
:
:
:
の
謹
言
に
よ

〈

日

〉

り
確
註
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
供
述
し
た

(
S
『
符
昨
阻
止
〉
。

彼
女
の
代
理
擢
ヨ

E
E
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド

l
l紳
よ
そ
の
保
護
を
差
し
伸
べ
た
ま
え
||

の
カ
l
デ
ィ
l
に
た

- 6ー

「
私
は
、
最
終
的
な
買
買
に
よ
り
、

代
理
人
と
し
て
、

ッ
デ
ィ

l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
に
射
し
て
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
地
方
口
問
宮
古

の
私
有
財
産

E
F
-
F
F
7
8引

ホ
I
ジ
ャ
・
ウ
パ
イ
ド
・
ア
ッ
ラ
l
・
プ
ン
・
ホ
l
ジ
ャ
・
ジ
ャ
ラ

I
ル
・
ア

(
M
m
〉

穴
停
留
品
u

三
富
山

Eι

の
キ

ョ
ク
サ
ラ
イ

・
マ
l
ト
リ
l
ド

の
農
地
自
由
N
Eが
に
あ
る
本
人
ヨ
ロ
d
E
W
E
-白

の
二
片
の
土
地
を
買
り
渡
し
た
。

二
片
と
も
農
耕
に
適

し
て
い
る
。

(ロ)

そ
の

一
片
の
西
の
境
界
は
古
い
ラ
パ

ド

E
Z士
-zrE
の
土
地
ピ
明
白
に
接
し
、
北
の
境
界
は
あ
る
部
分
が
購
買
者
の
ミ
ル
ク
に
、

あ
る
部
分
は
古
い
ラ
パ
ド
に
接
し
、
東
は
あ
る
部
分
は
公
遣
に
、
あ
る
部
分
は
購
買
者
の
ミ
ル
ク
に
接
し
、
南
は
故
ホ

l
ジ
ャ
・
ア
ミ

l

ル
・
シ
ャ
イ
フ
の
息
子
の
ワ
ジ

l
ル
毛
皮
町
主
自
民
仰
げ
・
ホ

I
ジ
ャ
・
サ
イ
イ
ド
・
ア
フ
マ
ド
の
ミ
ル
ク
に
接
す
る
。

も
う
一
片
は
西
の
境
界
は
マ
ウ
ラ
l
ナ
l
・
カ
ン
バ
ル
・
ジ
ャ
バ

1
ル
・
プ
ン
:
:
:
の
庭
園
に
接
し
、
北
は
責
買
か
ら
除
外
さ
れ
た
定



(

時

)

〈

mm〉

己
止
に
接
し
、
東
は
定
め
ら
れ
た
運
河
の
ク

l
タ
ル
メ
}
内
忠
良
自
白

a1
〕
弓
・
日
自
民
ミ
ヨ
ロ
に
接
し
、
そ
の
南
の
境

界
は
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ

I
ム
の
故
ホ
l
ジ
ャ
・
ジ
ャ
ラ

I
ル
・
ア

γ
デ
ィ
l
ン
・
マ
ウ
ド
ゥ

1
ド
の
遺
産

g
己
目
円
同
の
庭
園
に
接

め
ら
れ
た
ウ
ル
ド

し
て
い
る
。

全
て
の
境
界
の
匿
切
り
は
明
確
な
る
標
識
に
よ
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
、
全
て
の
擢
利
と
そ
こ
に
附
属
す
る
設
備
と
と
も
に

(
E
a
Y自
主
官
名
品
唱
曲
自
民
邑

t
E
)
現
在
、
通
用
せ
る
三
二

O

O
公
正
デ
ィ

l
ナ

I
ル
銅
貨
岳

B
1
R包
U
・
1
p
-
g、
そ
の
半
額
は
一
六

O
Oデ
ィ

l
ナ

l
ル
で
あ
る
が
、
嘘
儒
り
な
く
、
ま
た
法
的

法
律
上
の
債
務
不
履
行
の
責
任
あ
る
も
の
と
し
て

に
無
数
な
る
候
件
も
な
く
買
り
渡
さ
れ
た
。

昌
一
寸
債
の
正
し
き
相
互
交
換
で
も
っ
て
、

〈
日
凡
曲

Hastrロ仏曲目・
4

品同
v

b
とか包曲目曲目回目

43
合
旨
削
ロ
曲
目

arsr
曲目

a岳
民
J
)

上
述
の
購
買
者
が
購
入
し
た
。

買
買
に
お
け
る
こ
の
商
品
の
債
格
は
、

子
問
自
由
ロ
ム
ヨ
伊
丹
E
で
あ
っ
た
。
」

公
正
な
不
動
産
査
定
者
の
評
債
に
よ
る
(
字
g
宮
、
同
日
・
即
日
ロ

Aga-B-て
包

σ
相
嘗
の
債
格

- 7 ー

信
頼
で
き
る
人
々
の
臨
席
に
よ
り
、
彼
女
は
員
貫
を
語
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
以
上
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

l 

シ
ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ッ
シ
ャ
リ

l
フ
ィ

l
の
謹
言
に
よ
る
。

2 

祈
願
者
サ
イ
イ
ド
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
ワ

I
イ
ズ
ィ

I
の
謹
言
に
よ
る
。

3 

ア
プ

l
・
ア
ル
ワ

γ

ハ
ー
プ
の
謹
言
に
よ
る
。

4 

シ
ハ

l
ブ
・
ア
γ
デ
ィ

I
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
内
容
を
確
詮
。

5 

ル
ト
フ
・
ア
ッ
ラ

l
・
ブ
ン
・
ハ
サ
ン
・
ア
ル
フ
ッ
タ
ラ

I
ニ
ー
が
そ
の
一
人
。

〈

鈎

〉

ア
ブ
ド
・
ラ
フ
・
ム
ラ

I
ズ
ィ
ム

hkrσ
仏

-
z
r
c
Z己
削
紅
白
の
謹
言
に
よ
る
。

6 7 

タ
l
ジ
・
ア
ッ
デ
ィ

l
y
・
イ
プ
ン
・
ア
ル
ハ

l
フ
ィ
ズ
・
ア
ル
カ
ン
デ
ィ

l
の
謹
言
に
よ
る
。

379 

8 

シ
ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ヌ

l
ル
・
ア
ル
イ
ス
ラ

1
ム
・
デ
ィ
ユ

l
キ
l
の
謹

4

一一回
に
よ
る
。
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9 

マ
ウ
ラ
l
ナ

l

・
カ
ラ
l
ン
・
イ
ブ
ン

・
マ
ウ
ラ
l
ナ

l

・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
謹
言
に
よ
る
。

10 

ア
ミ
l
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン

・
ホ
l
ジ
ャ
・
バ
ハ

l

・
ア
ッ
デ
ィ

l
ン
の
謹
言
に
よ
る
。

裏

彼
〔
神
〕
よ
/

〔
表
の
文
書
の
〕
中
の
頁
賀
さ
れ
た
不
動
産
は
上
述
の
供
述
さ
れ
た
者
〔
購
買
者
〕
|
|
至
高
な
る
紳
よ
か
れ
の
一
杭
一
帽
を
永
績
さ
せ
給

え
ー
ー
の
設
定
し
た
五
人
の
ハ

1
フ
ィ
ズ
に
射
す
る
ワ
ク
フ
で
あ
る
。
彼
ら
は
定
め
ら
れ
た
場
所
に
お
い
て
コ

l
ラ
ン
誼
請
と
聖
な
る
言

葉
と
数
義
上
の
諸
問
題
の
教
育
と
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

設
定
者
は
こ
の
ワ
ク
フ
の
牧
盆
に
劃
し
て
欲
す
る
と
こ
ろ
の
い
か
な
る
種
類
の
鹿
分

・
管
理
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が

規
定
さ
れ
、

ま
た
、
設
定
者
は
欲
す
る
い
か
な
る
規
定
を
も
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ま
た
欲
す
れ
ば
規
定
を
減
ら
す
こ
と
も
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
規
定
さ
れ
た
。
神
の
お
ぼ
し
め
し
あ
れ
ば
書
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
ワ
ク
フ
文
書

名
Z
E、百
に

総
額
は
明
記
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
ワ
ク
フ
は
そ
の
規
定
と
と
も
に
こ
こ
に
登
録
自
己
留
と
と
さ
れ
た
。

〔
寄
進
の
〕

- 8ー

さ
て
、

ま
ず
文
書
全
睦
の
こ
と
か
ら
い
く
と

一
躍
不
動
産
登
記
文
書
と
し
て
お
い
た
こ
の
八
通
の
文
書
は
全
て
同
じ
形
式
で
書
か
れ
て
い

(

幻

〉

ミ
ル
ク
を
買
っ
た
人
物
の
供
述
(
五円
削『
)
と
し
て
一
人
橋
で
書
か
れ
た
供
述
書
で
あ
る
。

こ
れ
が
ま
さ
に
イ
ス
ラ
ム
法
に
則

る
。
す
な
わ
ち
、

っ
た
供
述
の
記
銭
で
あ
る
こ
と
は
、
買
り
手
す
な
わ
ち
供
述
者
の
名
の
後
の
「
彼
の
管
理
・
慮
分
は
法
的
数
カ
を
有
す
る
朕
態
に
あ
る
」
で
あ

「
彼
は
(
供
述
を
行
う
)
法
的
な
資
格
が
あ
る
紋
態
で
あ
る

(
E
二五日
rHEB--
曲
目
白

E
q
3
E
L
文
書
4
、
三
行
〉
」
「
法
的
に
彼
の

供
述
が
許
可
さ
れ
う
る
朕
態
に
あ
る
(
官

z
y
d〈帥
NF
E
円削ユ

-
V
-
E
-
E
文
書
口
、
二
五
O
頁
)
」
と
か
の
文
言
か
ら
、
ま
た
-
語
中
に
ト
ラ
ン
ス
ク

る
と
か
、

リ
プ
シ
ョ
ン
を
示
し
た
イ
ス
ラ
ム
法
の
用
語
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
供
述
書
は
イ
ス
ラ
ム
法
廷
に
お
い
て
書
か
れ
た
。



文
書
4
、
二
行
に
は
、
供
述
は
「
ケ
シ
占
の
町
の
法
廷
自
由
廿
}
内
問

HEa--昆仏国
'
1
阿
佐

}H
に
お
い
て
」
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
「
カ
l
デ
ィ
l
・

サ
イ
フ
・
ア
ッ
ラ
l
・
プ
ン
・
ナ
ジ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
l
ン
:
:
:
」
な
る
印
が
押
し
て
あ
る
。
文
書
4
は
ケ
シ
ュ
近
郊
の
不
動
産
貰
買
の
供
述
で

あ
り
、
明
ら
か
に
ケ
シ
ュ
の
町
の
マ
フ
カ
マ
す
な
わ
ち
法
廷
に
お
い
て
書
か
れ
、
嘗
地
の
カ

l
デ
ィ

I
す
な
わ
ち
法
官
が
承
認
の
印
を
押
し
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
文
書
は
、
全
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
法
廷
に
お
け
る
供
述
の
記
録
ま
た
は
法
廷
に
提
出
さ
れ
た
供
述
書
で
あ
る
。
不
明
の
人
物
の

3
に
は
ア
ブ
l
・
マ
ン
ス
l
ル
の
印
、
文
書
6
、
7
、
8
、
9
に
は
フ
ア
フ
ル
・
ブ
ン
・
ア
ピ

1
・

印
の
あ
る
文
書
2
を
の
ぞ
い
て
、
文
書
1
、

マ
ン
ス
l
ル
町
長
可

F
K
F
Z
冨
白
色
H

の
印
が
見
え
、

子
で
あ
る
こ
の
二
人
の
人
物
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
、

一
四
七

O
年
の
ワ
ク
フ
文
書
(
文
書
5
〉
に
は
前
者
の
署
名
と
印
が
み
ら
れ
る
。

(

m
以

)

お
そ
ら
く
は
ハ
ナ
フ
ィ

1
涯
の
カ

l
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

親

次
に
、
文
書
を
構
成
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
順
番
に
み
て
い
こ
う
。
記
述
の
順
序
は
全
て
の
文
書
に
ほ
と
ん
ど
共
通
で
あ
る
。

- 9 ー

供
述
の
行
わ
れ
た
日
時
。

供
述
の
場
所
(
文
書
4
のみ〉。

供
述
者
す
な
わ
ち
買
り
手
の
名
前
。
こ
こ
に
、
所
有
者
の
代
理
人
と
し
て
貫
際
に
契
約
に
摘
わ
っ
た
人
物
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が

こ
の
場
合
、
謹
人
の
謹
言
に
よ
っ
て
そ
の
人
物
が
正
賞
な
代
理
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
旨
の

あ
る
〈
文
書
3
、
4
、
6
、
7
、
8
1
2
、
9
〉。

但
し
書
き
が
揺
入
さ
れ
て
い
る
。
代
理
人
の
詮
人
と
し
て
全
て
二
人
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
書
出
し
た
文
書
6
の
そ
の
部
分
は
破
損
し

て
い
て
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
夫
が
妻
の
代
理
人
と
し
て
土
地
お
よ
び
土
地
所
有
の
擢
利
を
買
り
渡
し
た
文
書
7
の
そ
の
部
分
を
詳
し
て

み
る
。

彼
の
代
理
擢
d

三
片
岡
]
え
は
法
的
正
首
な
請
求
仕
向
者
卸

に
お
い
て
、
公
卒
で
あ
り
謹
言
を
受
け
入
れ
ら
れ
得
る
マ
ウ
ラ
l
ナ
l
・
ウ

マ
ル
・
ブ
ン
・
マ
ウ
ラ
l
ナ

1
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
マ
ウ
ラ
l
ナ
l
・
サ
イ
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
l
ン
・
ブ
ン
・
マ
ウ
ラ
I
ナ
l
・
マ
ス
ウ
l
ド

381 

の
誼
言
に
よ
り
確
註
さ
れ
、
彼
ら
の
規
定
に
従
っ
た
謹
言
と
南
誼
人
の
内
の
一
人
に
よ
る
宣
誓
が
行
わ
れ
た
後
に
、
彼
〔
夫
〕

の
管
理
・
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〈お〉

慮
分
は
法
的
数
カ
を
有
す
る
朕
態
に
あ
る
(
文
書
7
、
三
|
五
行
)
。

請
求
と
課
し
た

円
同
町
ヘ

4
4仰

(
担
〉

は
イ
ス
ラ
ム
法
に
お
け
る
訴
訟
ま
た
は
訴
訟
手
績
き
を
一
意
味
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
但
し
書
、
ぎ
に
よ
り
、
代
理
人

と
し
て
の
正
嘗
性
も
イ
ス
ラ
ム
法
廷
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
そ
の
具
瞳
的
手
績
き
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
四

一
人
稽
と
し
て
の
供
述
が
始
ま
り
、

ま
ず
、

い
つ
誰
に
買
っ
た
か
が
書
か
れ
る
。
文
書
4
で
は
供
述
の
な
さ
れ
た
日
よ
り
八
カ
月
ほ
ど
早

い
買
買
契
約
成
立
の
日
時
が
書
か
れ
て
い
る
(
文
書
4
、
四
行
〉
。
文
書
8
1
1
以
外
は
全
て
買
い
手
は
ホ

I
ジ
ャ

・
ア
フ
ラ
l
ル
ま
た
は
彼

の
代
理
人
で
あ
る
。

五

不
動
産
の
種
類
。
次
に
そ
の
場
所
す
な
わ
ち
不
動
産
の
東
西
南
北
の
境
界
ご
と
の
都
接
地
の
記
述
。
都
接
す
る

の
が
不
動
産
の
場
合
そ
の
所
有
者
の
名
が
記
さ
れ
、
公
道
、
行
き
止
ま
り
の
道
、
運
河
な
ど
も
郡
接
地
と
し
て
記
入
さ
れ
る
他
、
村

A
R
ヨ

一一一一
l
二
八
行
〉
、
詳

丘

F
D
r

の
名
が
記
さ
れ
(
文
書
4
、

- 10ー

不
動
産
の
説
明
。
ま
ず
、

全
瞳
な
ど
の
大
き
な
不
動
産
の
場
合
は
そ
の
領
域
の
四
角
の
記
述
と
郷
接
の
村
、

細
な
地
園
が
あ
れ
ば
そ
の
領
域
を
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

貰
買
さ
れ
た
も
の
は

一
つ
一
つ
細
か
く
こ
の
順
序
で
記
述
さ
れ
、
最
後
に

「全
て
の
境
界
の
匿
切
り
は
明
確
な
る
標
識
に
よ
る
。
」
と
い

う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
、

「
全
て
の
擢
利
と
そ
こ
に
附
属
す
る
設
備
と
と
も
に
」
買
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

こ
こ
で
我
々
に
は
や
や
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
農
地
に
闘
し
で
も
そ
の
面
積
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

ワ
グ
フ

文
書
の
ミ
ル
ク
か
ら
ワ
ク
フ
へ
碍
化
さ
れ
た
農
地
の
記
述
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
(
文
書

m)、

つん、

ま
た
文
書

一
O
行
に
は
、

都
接
す
る
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
所
有
の
ミ
ル
ク
が
一
八
ジ
ャ
リ

1
プ
(
約
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
で
あ
っ
た
こ
と
が

書
か
れ
て
お
り
お
そ
ら
く
面
積
は
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
登
録
文
書
で
は
相
封
的
な
不
動
産
の
位
置
闘
係
だ
け
で
十

分
な
情
報
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

→ ノ、

次
に
不
動
産
の
債
格
。
全
て
純
粋
な
銅
貨
〈

p
z
z
g
g
)
の
公
正
デ
ィ
l
ナ
l
ル
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
下
の
金
額
は
六
分
の



一
を
一
示
す
門
前
口
問
、
二
四
分
の
一
を
示
す
宮
田
口
〈
雪
国
的
と
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
嘗
時
の
中
央
ア
ジ
ア
に
は
テ
ン
ゲ
と
呼
ば
れ
る
銀
貨

が
通
用
し
て
お
り
、
一
テ
ン
ゲ
H

ニ
O
銅
デ
ィ

l
ナ

l
ル
な
る
比
率
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
寅
際
ワ
ク
フ
文
書
の
中
で

(

お

)

は
不
動
産
の
債
格
を
銀
貨
表
示
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
文
書
9
の
一
五
寓
デ
ィ

l
ナ

1
ル
の
金
額
も
銀
貨
表
示
が
な
い
。
銅
デ
ィ

l
ナ

ー
ル
が
単
位
貨
幣
と
し
て
の
法
定
通
貨
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

ほ
と
ん
ど
の
文
書
で
は
債
格
の
後
に
そ
の
半
額
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
正
確
を
期
す
震
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
金
額
の
後
の
「
不
動
産
査
定
者
の
評
債
に
よ
る
相
嘗
の
債
格
」
と
い
う
文
重
で
あ
る
。
定
型
化
さ
れ
た
文
章
で

あ
る
の
で
皐
な
る
決
ま
り
文
句
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
文
書
は
法
廷
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
か
、
法
廷
に
提
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
不

(

お

)

動
産
査
定
人
の
評
債
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
不
動
産
の
適
正
債
格
と
い
う
も
の
の
存
在
を
認
め
て
い
い
だ
ろ
う
。

七

決
に
誼
人
達
の
署
名
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
見
る
と
文
書
2
と
文
書
7
は
文
書
を
書
寓
し
た
同
一
人
物
が
全
て
の
署
名
を
も
書
き
寓
し
て
い

る
が
、
そ
の
他
は
さ
ま
ざ
ま
な
筆
跡
で
署
名
が
行
わ
れ
て
お
り
、
謹
人
た
ち
一
人
一
人
が
署
名
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
フ
7

ク
シ
ミ
リ
五

詮
人
の
人
数
は
、

-11ー

や
や
性
格
を
呉

(
幻
)

に
す
る
一
番
目
の
カ
l
デ
ィ
l
の
署
名
と
二
四
、
二
五
番
目
の
署
名
を
除
い
て
二
二
人
の
署
名
が
あ
り
、
最
も
少
な
い
文
書
4
の
二
人
を
の

一
九
、
五
二
て
五
二
六
、
五
二
九
、
五
三
九
、
五
四
三
、
五
四
六
、
五
五
一
一
貝
参
照
〉
。

文
書
1
が
最
も
多
く
、

ぞ
く
と
大
腫
一

O
人
前
後
の
署
名
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
人
物
が
ど
う
い
っ
た
人
々
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
営
一
該
不
動
産

の
所
在
地
に
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
人
々
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
文
書
1
の
一
一
一
番
目
の
謹
人
は
同
じ
街
匿
に
家
屋
を
所
有
し
て
い
た

(

銘

〉

人
物
で
あ
り
、

誼
人
九
人
の
う

文
書
7
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
北
西
の
サ
リ
プ
ル

ω
Rザ
己
近
郊
の
農
地
の
買
買
に
閲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

ち
七
人
が
サ
リ
。
フ
リ
ー
な
る
ニ
ス
バ
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
一
人
マ
ウ
ラ
l
ナ

I
・
ウ
マ
ル
・
ブ
ン
・
マ
ウ
ラ

1
ナ
l
・
ム
ハ
ン
マ

ド
・
サ
リ
プ
リ

l

(文
書
7
、
四

O
行
〉
は
、
代
理
人
の
正
嘗
性
の
詮
人
で
も
あ
り
、

ま
た
買
買
さ
れ
た
土
地
の
都
接
地
を
所
有
し
て
い
る

(
二
二
行
)
。
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ま
た
、
文
書

9
の
第
一
番
目
の
署
名
が
「
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ
I
ム
、

ア
プ

l
・
ア
ル
マ
カ

l
リ
ム
(
〉
『
同
色
e
p
A
曲
目
弘
同
即
日
曲
目
白

r
a
r
r
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半
宝
仙
同
国
)
が
内
容
を
謹
言
す
る
(
二
二
行
〉
」
と
讃
め
る
な
ら
ば
、

お
そ
ら
く
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
が
比
定
し
て
い
る
テ
ィ
ム

l
ル
朝
末
期
の
動
範

期
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
市
民
の
代
表
者
と
し
て
活
躍
し
た
ホ

l
ジ
ャ

・
ア
ブ

l

・
ア
ル
マ
カ

l
リ
ム
で
あ
る
。
彼
が
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス

一フ

l
ム
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
都
市
の
法
撃
者
の
長
シ
ャ
イ
フ

・
ア
ル
イ
ス
ラ

I
ム
は
マ

l

・
ワ
ラ

l

・
ア
ン
ナ
フ
ル

に
お
い
て
は
傍
統
的
に
有
名
な
ハ
ナ
フ
ィ

l
涯
の
法
翠
書
『
ヒ
ダ

l
ヤ』

の
著
者
ブ
ル
ハ

l
ン
・
ア
ッ
‘
テ
ィ

ー
ン
・
ア
ブ

1
・
ア
ル
ハ
サ

ン
・
ア
リ

l

(
一
一
九
七
残
)
の
子
孫
が
そ
の
地
位
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
彼
も
そ
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
。
文
書
9
の

物
件
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
市
内
の
ハ
ン
マ
ー
ム
で
あ
る
が
、

そ
の
債
格
は
け
た
遣
い
に
大
き
い
。
嘗
時
の
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ

l
ム
が
誼

(
m
m
)
 

人
と
し
て
筆
頭
に
署
名
し
た
と
し
て
も
決
し
て
お
か
し
く
は
な
い
。

さ
て
、
注
目
す
べ
き
は
文
書
1
の
二
四
、
二
五
番
目
の
署
名
で
あ
る
。
語
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
の
二
人
は
ハ
ナ
フ
ィ

1
法
事
涯
の

創
始
者
の
言
葉
に
照
ら
し
て
こ
の
文
書
の
内
容
が
合
法
か
否
か
の
質
問
に
劃
し
て
答
え
て
い
る
。
文
書
9
の
や
は
り
用
紙
の
右
側
の
徐
自
に

- 12ー

も
同
じ
質
問
が
あ
り
、

ム
ハ
ン
マ
ド

・
ア
リ
l

・
ブ
ン
・
シ
ャ
ム
ス

・
ア
ッ
デ
ィ

l
ン
な
る
人
物
が
署
名
し
答
え
て
い
る
。

こ
の
三
人
の
人
物
の
う
ち
、
二
五
番
目
の
人
物
は
法
撃
者
同

Z
F
ア
ブ

l

・
ア
ッ
ラ
イ
ス
の

一
族
の
フ
ァ
ド
ル
・
ア
ッ
ラ
!
と
し
て
一
五

世
紀
中
ご
ろ
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
『
守
ブ
ー
ス
タ
ー
ン
』
な
る
本
の
著
者
と
し
て
知
ら

れ
、
勉
撃
と
教
育
に
ほ
と
ん
ど
の
時
聞
を
費
や
し
て
い
た
と
言
う
か
ら
、
市
内
の
マ
ド
ラ
サ
で
教
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

ウ
ズ
ベ

ク
の
シ
ャ
イ
パ

l
ニ

l

・
ハ
l
ン
が
一
五

O
O年
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
占
領
し
た
際
に
は
ア
ブ

l

・
ア
ッ
ラ
イ
ス
の
一
族
の
ホ

I
ジ
ャ

・
ハ
ー

(
ぬ
)

ヴ
ア
ン
ド
な
る
人
物
を
シ
ャ
イ
フ

・
ア
ル
イ
ス
ラ

l
ム
職
に
任
命
し
て
い
る
。
有
力
な
法
事
者
の

一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
文
書
l
、
文
書
9
に
閲
し
て
は
法
廷
、
具
瞳
的
に
は
カ

l
デ
ィ
ー
か
ら
市
内
の
法
撃
の
専
門
家
た
ち
に
諮
問
が
行
わ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

A 

7
、

8
に
は
、
購
入
さ
れ
た
嘗
該
文
書
の
不
動
産
が
定
め
ら
れ
た
施
設
に
て
働
く
五
人
の
コ

l
ラ
ン
讃
唱
者
ハ

l
フ

裏
書
き
。
文
書
6
、

ィ
ズ
の
ワ
ク
フ
物
件
と
さ
れ
た
旨
を
記
す
裏
書
き
が
あ
る
。

巌
密
に
い
え
ば
、

文
書
8
で
は
同
じ
物
件
に
闘
す
る
も
う
一
つ
の
登
記
文
書



(
文
書
8
1
2
〉
が
裏
に
書
か
れ
そ
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
。

文
書
7
だ
け
末
尾
に
登
録
の
年
代
八
九

O
年
ズ

1
・
ア
ル
ヒ
ツ
ジ
ャ
月
一

O
日
(
一
四
八
五
年
一
二
月
一
八
日
〉
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

そ

こ
を
除
け
ば
全
て
同
一
の
文
章
で
あ
る
(
文
書
6
裏
上
述
書
文
参
照
〉
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
見
る
と
ま
っ
た
く
同
じ
筆
跡
で
書
か
れ
、
同
じ
カ

l

デ
ィ

l
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
動
産
か
ら
の
牧
入
に
よ
り
一
五
人
の
ハ

l
フ
ィ
ズ
が
雇
わ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
嘗
該
一
一
一

文
書
の
不
動
産
は
一
括
し
て
文
書
7
の
期
日
に
五
人
の
ハ

I
フ
ィ
ズ
に
劃
す
る
ワ
グ
フ
物
件
に
轄
化
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
の
ほ
う
が
自
然

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
書
か
れ
る
ワ
ク
フ
設
定
文
書
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
貼
で
法
廷
に
お
い
て
ミ
ル
ク
か
ら

ワ
グ
フ
へ
の
饗
更
の
申
請
・
登
録
が
な
さ
れ
、
そ
の
貰
買
登
記
文
書
の
裏
書
き
と
し
て
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
滞
接
の
庖
舗
の
記
述
に
所

有
者
の
名
が
書
か
れ
、
そ
れ
が
ワ
ク
フ
物
件
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
例
が
あ
り
(
文
書
3
、
一
八
|
一
九
行
〉
、
ワ
ク
フ
と
し
て
の
登
記
後
の

賦
況
を
表
し
て
い
る
。

- 13ー

以
上
の
文
書
形
式
の
考
察
か
ら
、
私
有
不
動
産
買
買
に
と
も
な
う
イ
ス
ラ
ム
法
廷
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
績
き
を
確
認
し
得
る
。
ま
ず
、

こ
う
い
っ
た
手
積
き
が
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
八
遁
の
文
書
は
何
ら
か
の
不
動
産
を
め
ぐ
る
係
争
に
伴
い

法
廷
に
提
出
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
貰
買
契
約
に
は
必
然
的
に
と
も
な
う
手
績
き
で
あ
っ
た
か
の
問
題
で
あ
る
。

嘗
文
書
集
に
は
、
ホ

1
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
に
よ
る
ワ
ク
フ
設
定
文
書
が
四
遁
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
は
百
を
越
す
不
動
産
群
が
ワ
ク

フ
物
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
物
件
の
記
述
の
中
に
「
供
述
し
た
(
広
吋
身

r阻
止
)
」
の
後
に
績
く
「
私
は
〈
ま
た
は
我
々
は
)

明
ら
か
に
、

こ
れ
ら
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

買
り
渡
し
た
。
」
に
よ
っ
て
始
ま
る
農
地
の
説
明
が
七
件
あ
る
(
文
書
口
、
二
五
O
l五
一
頁
〉
。

「
供
述
書
」
が
そ
の
ま
ま
ワ
ク
フ
文
書
に
寓
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
多
数
の
不
動
産
を
含
む
ワ
ク
フ
文
書

385 

作
成
の
際
に
参
照
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
「
供
述
書
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
文
書
は
ま
さ
に
買
買
契
約
承
認

書
で
あ
る
と
と
も
に
「
不
動
産
登
記
文
書
」
と
し
て
一
般
的
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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で
は
衣
に
こ
の
不
動
産
登
記
の
手
植
き
か
ら
、

、
ル
ク
貰
買
の
イ
ス
ラ
ム
吐
舎
に
お
け
る
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

買
買
契
約
成
立
後
、

買
い
手
は
寅
り
手
と
詮
人
達
を
伴
っ
て
イ
ス
ラ
ム
法
廷
に
出
頭
し

買
り
手
の
供
述
書
の
形
態
で
登
記
文
書
を
つ
く

り
、
謹
人
達
が
サ
イ
ン
し
て
カ

l
デ
ィ
ー
が
承
認
の
印
を
押
す
。
文
書
ー
の
よ
う
に
カ

1
デ
ィ

l
が
筆
頭
に
サ
イ
ン
す
る
場
合
も
あ
る
し
、

口

頭
の
供
述
書
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
登
記
文
書
自
髄
は
専
門
の
書
記
に
よ
っ
て
先
に
作
ら
れ
提
出
さ
れ
カ

1
デ
ィ

I
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
債
格
は
不
動
産
査
定
人
に
よ
る
標
準
債
格
で
あ
る
。
と
き
に
は
カ
l
デ
ィ
l
は
法
事
者
た
ち
に
イ
ス
ラ
ム
法
に

照
ら
し
て
そ
の
内
容
が
合
法
か
否
か
を
諮
問
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

以
上
の
手
蹟
き
を
見
る
限
り
、
貰
買
に
は
法
官
を
含
め
た
多
数
の
イ
ス
ラ
ム
祉
舎
成
員
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
き
わ
め
て
強
い
公
共
性
へ

の
配
慮
が
そ
の
貰
買
に
み
ら
れ
る
。
ミ
ル
ク
は
私
有
財
産
と
謹
さ
れ
る
が
、
も
と
も
と
共
同
盟
に
よ
る
不
動
産
所
有
の
観
念
の
強
い
イ
ス
ラ
ム

祉
舎
の
枠
内
に
お
け
る
私
有
な
の
で
あ
る
。
全
て
は
紳
の
所
有
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
法
上
の
原
則
の
紳
と
は
も
ち
ろ
ん
イ
ス
ラ
ム
共
同
盟
の
謂
い

廷
に
申
告

・
登
録
さ
れ
、

カ
1
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
共
同
盟
に
お
け
る
法
的
保
護
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。

- 14ー

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

そ
の
人
聞
に
よ
る
所
有
は
そ
の
借
用
と
さ
れ
、
紳
の
命
令
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
法
シ
ャ
リ
l
ア
に
則
っ
て
イ
ス
ラ
ム
法

一
五

世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
こ
の
一
般
的
イ
ス
ラ
ム
法
通
念
が
貫
徹
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
現
寅
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
や
ケ
シ
ュ
に
お
い

て
共
通
の
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
得
る
。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
多
数
見
ら
れ
る
ワ
ク
フ
機
構
も
確
か
に
そ
の
通
念
の
延
長

上
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ミ
ル
ク
と
し
て
の
所
有
は
法
廷
に
お
け
る
登
録
の
饗
更
と
し
て
ワ
ク
フ
に
轄
化
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
登
録
、
そ
れ
に
よ
る
法
的
保
誼
が
イ
ス
ラ
ム
法
廷
に
お
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
法
は
決
し
て

王
朝
園
家
権
力
を
背
景
に
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
法
の
措
い
手
た
ち
と
王
朝
園
家
支
配
者
は
常
に
密
接
な
闘
係
に
あ
る

が
、
決
し
て
一
世
と
な
る
こ
と
は
な
く
そ
の
緊
張
関
係
は
イ
ス
ラ
ム
圏
全
般
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

一
五
世
紀
後
牢
に
お
け
る
中
央
ア
ジ

ア
を
支
配
し
た
テ
ィ
ム

l
ル
朝
に
お
い
て
も
そ
の
緊
張
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
背
景
に
は
ミ
ル
ク
・
ワ
ク
フ
と
い

う
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
基
本
的
財
産
所
有
を
保
護
す
る
の
が
イ
ス
ラ
ム
法
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
法
廷
で
あ
り
、
王
朝
は
紳
の
法
と
し
て
そ
の
改
獲
す



ら
思
い
も
お
よ
ば
な
か
っ
た
と
言
う
事
賓
が
存
在
す
る
。

る
か
、 ま

た
、
私
有
財
産
所
有
・
貰
買
と
い
う
も
の
に
イ
ス
ラ
ム
法
、
現
質
的
に
は
カ
l
デ
ィ

l
、
法
撃
者
が
質
際
に
は
ど
の
よ
う
に
閥
興
し
て
い

イ
ス
ラ
ム
共
同
盟
的
不
動
産
所
有
の
概
念
は
現
買
の
イ
ス
ラ
ム
社
舎
の
中
に
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か
と
い
う
一
般
的
イ
ス
ラ
ム
祉

舎
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本
的
な
問
題
に
糾
問
し
て
、
上
の
事
例
は
一
五
世
紀
後
半
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
と
い
う
限
定
を
つ
け
な
が
ら
も
一

つ
の
回
答
を
輿
え
う
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

う
衣
に
、
文
書
の
内
容
を
も
う
少
し
具
瞳
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
よ
り
ミ
ル
ク
と
よ
ば
れ
る
私
有
財
産
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
か
を
見
て
い
こ

文

書

の

内

容

ま
ず
、
上
に
み
た
形
式
を
ふ
ま
え
て
次
に
残
り
の
六
遁
の
文
書
の
内
容
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

- 15ー

文
書
2

年
代

387 

文
書
3

文
書
の
内
容

一
四
六
三
年
一
一
月
二
二
日

買
手

Z-m削
同
切

H
E
r
-
E
H凶
白

E
口
}
切
削
(
女
)

買
手

ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル

債物
格件

片
の
土
地

N
S
H
E
(サ
マ
ル
カ
ン
ド
郊
外
の
富
男

E
巴

ω
O
L
・
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年
代

一
四
六
四
年
九
月
1

一
四
六
五
年
八
月
の
開
(
文
書
の
は
じ
め
の
部
分
が
存
在
し
な
い
が
三
七
行
自
の
署
名
に
八
六
九
と
あ
る
)

買
手

娘
日
切
削
]
手
白

ω己
内
山
口

E
E
Z
B土
間
口
問
〉

f
g包
同
]
・

ωEwa
の
代
理
人
で
あ
る
母
?

ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル

買
手

物
件

一
二
軒
ハ
六
に
分
け
て
境
域
が
記
さ
れ
て
い
る
〉

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
パ
ー
ザ
ー
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
庖
舗
仏
ロ

r
Eロ

債
格
位
。

o
g

(

幻

〉

文
書
4

文
書
7

年
代

一
四
六
九
年
二
月
二
一
日

買
手

同
げ
さ
削
]
印
阿
ハ
曲
目
削
ロ
ゲ
・

同ハ
rt弔
問
」
印
阿
内
回
目
印
ロ
ゲ
・

阿ハ
r
d
弓
削
」
白
叶
，
ロ
mEρ
印r
m
F
F

阿ハ
rJ司
仰
』
印
〉
日
目
門
閣
白
印
同
H
M

- 16ー

買
手

ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル
の
代
理
人
宮
ヨ
土
創
出
削
〉

-zr
回
目
告

σ・
〉

BHH
ロ
向
者
同
凶
r
同
ナ
伏
広
宮

物
件

一
片
の
土
地
(
ケ
シ
ュ
近
郊
の
玄
ロ

E
H
F
-
E
村
)

宮
門
窓
口
問
白
}
山
口
村
の
一
一
一
分
の
一
の
共
同
所
有
権

B
E
E
R

(
M
M
〉

右
の
共
同
所
有
権
に
含
ま
れ
る
共
同
所
有
の

ρ
ロ
品

債
格

]
F
H
N
∞・斗印【同
-
w
J

可〕{・

ωω
仏・

年
代

一
四
八

O
年
八
月
八
日

買
手

妻
同
ハ
同

g
-
Z
阿ハ}阿倍ロロ

E
E
冨
己
ゲ
曲
目
日
間
仏
ロ

2
4〈
阿
佐
の
代
理
人
で
あ
る
夫
〉
ヨ
可
欠
}
ミ
削
官

σ・司同
E
F

買
手

ホ

1
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル

物
件

三
片
の
土
地
(
サ
リ
プ
ル
近
郊
問
自
目
配
)



塀
に
固
ま
れ
た
土
地
宮
正
(
サ
リ
プ
ル
近
郊
河
印
刷
日
削
N

〉

二
片
の
土
地
の
二
分
の
一
の
共
同
所
有
権
(
サ
リ
プ
ル
近
郊
拘
曲
目
削
同
)

裏債
書格

ωω
。仏・

五
人
の
ハ

l
フ
ィ
ズ
へ
の
ワ
ク
フ
に
指
定
〈
一
四
八
五
年
一
一
一
月
一
八
日
)

文
書
8
1
1
(表〉

年
代

買

手

一
四
八
二
年
四
月
二
一
日

同月
H
4
4
削
}
曲
目
片
山

E
B
σ
・
同
}
戸
当
主
同
宮
口
廿
曲

B
B同門
-
u
F
A削ロ

〉

B
H円
メ
'
ゲ
仏
間
て
〉
】
同
吋
田
町
}
内
}
戸
山
口
ゲ
-
K
F
S同
円
切
曲
目

S
B
吋

R
w
r削ロ

買
手

債物
格件

一
片
の
土
地
(
サ
リ
プ
ル
近
郊
河
印
刷
目
印
刷
〉

- 17ー

h
F
印
O
円
四
・

文
書
8
|
2
〈裏〉

文
書
9

389 

年
代

一
四
八
四
年
六
月
一
一
一
日

買

手

文
書
8
1
1
の
買
手
の
代
理
人
呂
田
王
山
口
削
メ

E
k
r
=削
『
ゲ

-
E担
当
釘
ロ
卸
同
印
品
J
-

買

手

ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル

債 物
格 件

文
書
8
1
1
の
物
件

品
切
。
仏
.

裏
書

五
人
の
ハ

l
フ
ィ
ズ
へ
の
ワ
ク
フ
に
指
定

年
代

一
四
八
四
年
九
月
二
七
日



390 

買
手

阿
ハ
「
羽
山
古
宮
口
一
ω
白
B
B包
山
山
包

s
r・
阿
ハ
ゲ
者
同
」
白
宮
口
f
一
回
同
出
自
主
の
代
理
人
阿
住
宅
倒
」
白
冨
ロ
ザ
同
日
目
白
仏
初
出
宮
内
ゲ
・
同
}
ミ
削

vr-u]

同-'口同ロ

買
手

ホ
1
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル

物
件

ホ
1
ジ
ャ
・
ニ
ザ

l
ム
・
ハ
ン
マ
ー
ム
と
し
て
知
ら
れ
る
公
衆
浴
場
の
二
分
の
一
の
共
同
所
有
権
(
サ
マ
ル
カ
ソ
ド
市
内
ム
ハ
ン
マ

ド
・
チ
ャ
プ
・
パ
ー
ザ
ー
ル
)

債
格

]
F

印
0
0
0
0
仏・

ミ
ル
ク
と
し
て
貰
賀
さ
れ
た
も
の
は
、
土
地
、
庖
舗
、
屋
敷
、

土
地
と
村
と
ハ
ン
マ
ー
ム
の
共
同
所
有
権
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
匪
倒
的
に
高
債
な
の
が
、
市
内
の
ハ
ン
マ
ー
ム
の
共
同
所
有
権
で
あ
る
。
頁
り
手
は
自
分
の
持
っ
て
い
た
二
分
の
一
の
共
同
所
有

- 18ー

権
を
ホ

l
ジ
ャ
に
頁
り
渡
し
た
の
で
あ
る
。
ラ
ム
ト
ン
の
イ
ラ
ン
に
お
け
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
共
同
所
有
、
共
同
所
有
権
と
却
押
し
た

5
5
E《

〈
お
)

と
は
あ
る
不
動
産
を
複
数
で
所
有
す
る
形
態
を
さ
し
、
そ
の
持
ち
分
に
臆
じ
て
そ
の
牧
入
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
擢
利
で
あ
る
と
い
う
。

ノ、

ン

マ
l
ム
の
二
分
の
一
の
共
同
所
有
権
と
は
そ
の
牧
入
を
二
分
の
一
の
持
ち
分
に
麿
じ
て
取
り
得
る
権
利
で
あ
る。

ま
た
、
文
書
4
で
は
村
の
、
文
書
7
で
は
土
地
の
共
同
所
有
権
が
設
定
さ
れ
、
買
買
さ
れ
て
レ
る
。
こ
の
こ
と
は
他
の
ミ
ル
ク
の
取
得
に
も

嘗
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
ク
を
買
う
と
は
そ
の
不
動
産
か
ら
の
牧
入
を
取
得
す
る
擢
利
を
買
う
の
で
あ
る
。
ミ
ル
ク
の
所

有
と
は
ま
さ
に
こ
の
牧
盆
楼
の
取
得
を
一
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
文
書

6
、

7
、

8
の
不
動
産
が
ハ

l
フ
ィ
ズ
達
の
ワ
ク
フ
に
設
定
さ
れ
て
い
る

イ
ス
ラ
ム
法
に
お
け
る
所
有
権
概
念
の
基
本
的
部
分
は
そ
の
牧
盆
守

ε
E
S
の
取
得
で
あ
る
と

さこ
れと
てか
し、(ら
る34も
。〉明

ら
カミ
で
あ
る

そ
も
そ
も

府
舗
に
つ
い
て
は
賃
借
契
約
が
、
土
地

・
村
に
つ
い
て
は
小
作
契
約
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
ル
ク
の
使
用
者

・
耕
作
者
と
の
聞
に
結
ぼ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
書

1
の
屋
敷
に
つ
い
て
は
購
入
者
が
居
住

・
利
用
し
た
可
能
性
は
残
る
が
、
居
住
家
屋
と
し
て
か
ま
た
は
牧
入
を
生



み
出
す
何
ら
か
の
一
商
業
施
設
と
し
て
や
は
り
賃
貸
契
約
が
結
ぼ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
買
り
手
一

O
人
の
う
ち
四
人
が
女
性
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
文
書
2
は
女
性
自
身
が
、
文
書
3
、
6
は
娘
の
ミ
ル
ク
を

母
が
代
理
人
と
し
て
、
文
書
7
は
妻
の
土
地
を
夫
が
代
理
人
と
し
て
頁
り
渡
し
て
い
る
。
親
権
者
及
び
配
偶
者
が
代
理
人
と
な
っ
て
買
っ
て
い

る
事
貫
は
ど
う
解
揮
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
が
、
女
性
た
ち
の
所
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
ミ
ル
ク
は
お
そ
ら
く
遺
産
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ

う
に
イ
ス
ラ
ム
法
で
は
女
性
に
も
遺
産
相
績
の
擢
利
が
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
個
人
と
し
て
自
身
の
財
産
を
も
ち
え
た
。
し
か
し
、

(
お
)

の
分
割
を
嫌
う
イ
ス
ラ
ム
祉
曾
で
は
、
女
性
へ
の
遺
産
は
生
前
分
興
さ
れ
現
金
化
さ
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
上
の
例
は
全

(お〉

て
そ
の
現
金
化
の
ケ
l
ス
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
貫
際
、
都
接
不
動
産
の
記
述
に
「
某
の
遺
産
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

ミ
ル
ク
は
遺
産
と
し
て
残
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
上
の
ケ
l
ス
の
よ
う
に
、
ま
た
し
ば
し
ば
買
買
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
動
産
が
同
じ
ミ
ル
ク
と
し
て
買
買
さ
れ
登
記
さ
れ
る
背
景
に
は
、
ミ
ル
ク
所
有
の
主
た
る
目
的
は
嘗
一
該

一
族
の
財
産

- 19ー

不
動
産
の
牧
盆
擢
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
は
遺
産
と
し
て
残
し
得
る
個
人
の
財
産
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

、
ル
ク
の
所
有
者

こ
の
八
遁
の
文
書
の
ミ
ル
ク
を
所
有
し
て
い
た
買
手
・
買
手
一
一
人
の
内
で
は
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
し
か
情
報
が
な
い
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
紳
秘
主
義
教
圏
ナ
ク
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ
l
教
圏
の
シ
ャ
イ
フ
で
あ

一
人
は
も
ち
ろ
ん
ホ
!
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

I
ル
で
あ
り
、

。
る

彼
は
テ
ィ
ム
l
ル
朝
君
主
ア
ブ
l
・
サ
イ
I
ド
(
在
位
一
四
五
一

l
六
九
〉
、
そ
の
息
子
で
マ
l
・
ワ
ラ
l
・
ア
ン
ナ
フ
ル
を
支
配
し
た
ス
ル
タ

391 

ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ミ
ル
ザ
(
在
位
一
四
六
九
|
九
四
)
の
時
代
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
お
い
て
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
彼
の

弟
子
た
ち
の
残
し
た
聖
者
俸
に
よ
れ
ば
、
彼
は
二
ニ

O
O以
上
の
農
地
を
各
地
に
所
有
し
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
私
有
農
地
だ
け
か
ら
毎
年
八
高

マ
ン
の
穀
物
を
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ミ
ル
ザ
の
デ
ィ
l
ワ
l
ン
に
十
分
の
一
税

R
g
Z
と
し
て
お
さ
め
、
そ
れ
ら
所
有
不
動
産
の
管
理
・
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(
幻
)

監
督
の
た
め
に
サ
ル
カ

1
ル
・
ダ
l
ル
な
る
人
々
が
彼
の
も
と
で
働
い
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
文
書
4
に
み
え
る
ホ

l
ジ
ャ

・
ア
フ

ラ

l
ル
の
代
理
人
と
し
て
土
地
を
購
入
し
て
い
る
人
物
は
ケ
シ
ュ
の
サ
ル
カ
l
ル

・
ダ
l
ル
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
聖
者
俸
に
現
れ
る
ホ

ー
ジ
ャ
所
有
の
農
地
は
ミ
ル
ク
と
し
て
購
入
さ
れ
た
こ
と
が
文
書
の
上
で
確
認
さ
れ
た
。

も
う

一
人
は
文
書
8
の
ア
ミ

l
ル
・
ア
ブ
ド

・
ア

ル
ア
リ

1
・
タ
ル
ハ
ン

・
ブ
ン

・
ア

ミ
I
ル
・
パ
ス
タ

l
ム
・
タ
ル
ハ
ン
で
あ
る
。

彼
は
、
嘗
地
の
テ

ィ
ム
l
ル
朝
政
権
を
支
え
る
軍
事
貴
族
ア
ミ

l
ル
ま
た
は
ベ
グ
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
ア
ブ

1
・
サ
イ
l
ド
に
仕
え
、
サ

マ
ル
カ
ン
ド
の
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ミ
ル
ザ
の
政
撞
の
最
も
有
力
な
ア
ミ

1
ル
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ハ
ラ
の
ハ

l
キ
ム
職
に
あ

(
鈴
)

ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
の
熱
烈
な
信
奉
者
で
も
あ
っ
た
。
文
書
8
で

り
、
一
二

O
O
O人
に
達
す
る
従
者
が
い
た
と
停
え
ら
れ
る
。

ま
た

は
、
彼
が

二
年
ほ
ど
所
有
し
た
土
地
が
彼
の
代
理
人
に
よ
っ
て
ホ

l
ジ
ャ

・
ア
フ
ラ

1
ル
に
購
入
時
と
同
じ
値
段
で
買
ら
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の

翌
年
ワ
ク
フ
物
件
と
さ
れ
た
。
登
記
文
書
か
ら
は
質
際
に
金
が
支
排
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
は
ア
ミ
l
ル
か
ら
ホ
l
ジ

ャ
に
封
し
て
な
さ
れ
た
土
地
の
寄
進
か
も
知
れ
な
い
。

- 20ー

海
接
の
不
動
産
の
所
有
者
と
し
て
現
れ
る
多
数
の
人
物
の
内
、
情
報
の
あ
る
人
物
は
二
人
で
あ
る
。

文
書
3
の
買
賀
さ
れ
た
庖
舗
に
都
接
す
る
庖
舗
の
所
有
者
の
ホ
l
ジ
ャ

・
マ
ウ
ラ
l
ナ
l
(
一
七
行
)
は
同
時
代
の
マ
l
・
ワ
ラ

I
・
ア
ン

ナ
フ
ル
の
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ
l
ム
、
ブ
ル
ハ
l
ン
・
ア
ッ
デ
ィ
l
ン
・
ブ
ン
・
イ
サ
l
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
l
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
サ
マ
ル

カ
ン
ド
に
居
住
し
、

(
鈎
)

競
い
あ
っ
て
い
た
。

ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
時
代
の
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ
l
ム
と
し
て
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
と
そ
の
政
治
的
影
響
力
を

同
じ
く
文
書
3
の
鄭
接
庖
舗
の
所
有
者
の
ア
ミ
l
ル
・
ア
ル
ウ
マ
ラ
l
・
ア
ミ
l
ル
・
サ
イ
イ
ド
・
マ
ジ
l
ド
・
パ
ハ
ー
ド
ル
(
二
四
行
)

は
テ
ィ
ム
l
ル
朝
ア
ブ
l
・
#
ツ
イ
ー
ド
政
権
を
支
え
た
最
も
有
力
な
ア
ミ
l
ル
の
一
人
で
あ
る
ア
ル
グ

γ
族
の
ア
ミ
l
ル
・
サ
イ
イ
ド
・
マ
ジ

(ω〉

ー
ド
・
ア

ル
グ
ン
で
あ
る
。
彼
も
ホ

l
ジ
ャ

・
ア

フ
ラ

I
ル
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
。

以
上
の
四
人
し
か
特
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
イ
ス
ラ
ム
祉
舎
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
物
と
遊
牧
民
出
身
の
軍
事
貴
族
ア
ミ

I



ル
と
の
、
す
な
わ
ち
聖
俗
雨
界
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ミ
ル
ク
所
有
が
牧
盆
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
謹
す
る
と
と
も
に
、
社
合
的
に
富
裕
な
階
層
の
投
資
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

ま
た
、
特
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
文
書
6
の
誇
文
で
見
た
よ
う
に
鄭
接
不
動
産
の
所
有
者
の
中
に
は
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ
l
ム
や
ワ

マ
ウ
ラ
l
ナ
ー
や
ホ
l
ジ
ャ
や
ウ
ス
タ
l
ド
な
ど
の
隼
稿
、
ア
ミ

1
ル
な
る
稿
競
ら
し
き
も
の
を

つ
け
て
記
さ
れ
て
い
る
人
物
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
と
ワ
ク
フ
文
書
の
郷
接
不
動
産
の
所
有
者
と
し
て
極
め
て
多
数
の
不
動
産
所

ジ
l
ル
と
室
一
一
聞
か
れ
て
い
る
人
々
が
み
ら
れ
、

有
者
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
土
地
所
有
農
民
・
一
商
庖
を
所
有
す
る
小
寅
一
商
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は

で
き
な
い
に
し
て
も
、
印
象
と
し
て
ミ
ル
ク
は
嘗
サ
マ
ル
カ
ン
ド
都
市
社
舎
に
お
い
て
き
わ
め
て
一
般
的
に
み
ら
れ
る
有
産
階
級
の
投
資
と
し

て
の
不
動
産
所
有
形
態
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
一
一
行
、
文
書
3
、
一
一
一
行
)
、

S
E
E
-
-
g白
B
F
E
(文
書
7
、

最
後
に
、
都
接
不
動
産
の
記
述
に
園
有
地

E
S
E
-』
志
含

E
E
ハ
文
書
1
、

一I
l
-
-
一
、
一
一
一
一
、
一
八
、
二
一
行
〉
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ワ
ク
フ
文
書
の
中
の
都

接
地
に

E
g
g
-
-
S
S
M
-共同・
1
Z骨
E
E
(文
書
集
一
六
八
頁
〉
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
園
家
的
・
王
朝
的
所
有
を
表
し

(
M
U
)
 

「
固
有
地
」
は
言
葉
の
上
か
ら
の
俵
の
誇
で
あ
り
そ
の
賓
瞳
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

- 21ー

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

お

わ

り

嘗
論
文
で
は
八
通
の
不
動
産
登
記
文
書
か
ら
一
五
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
法
廷
に
お
け
る
不
動
産
登
記
手
績
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
り
貰
賀
さ
れ
た
ミ
ル
ク
と
呼
ば
れ
る
私
有
不
動
産
は
イ
ス
ラ
ム
法
の
私
有
財
産
制
度
に
お
け
る
正
嘗
な
所
有
と
し
て
法
的
な
承
認
・
保

393 

ま
た
大
部
分
の
場
合
不
動
産
所
有
の
目
的
は
そ
こ
か
ら
の
牧
盆
の
取
得
で
あ
る
こ
と
、
不
動
産
の
所
有
者
は
テ
ィ

ム
1
ル
朝
支
配
を
支
え
る
軍
事
貴
族
た
ち
を
含
む
社
舎
の
い
わ
ゆ
る
有
産
階
級
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
ぎ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
嘗
時
の
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
法
の
貫
徹
し
た
都
市
社
舎
と
そ
の
震
達
し
た
制
度
、

誼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
の
捨
い
手
た
ち
を
寅
像
と
し
て
把
握
し
得
た
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と
思
う
。

ま
た
、

こ
の
枇
舎
に
存
在
す
る
紳
秘
主
義
教
園
ナ
ク
シ
で
ハ
ン
デ
ィ
ー
数
圏
の
財
政
的
基
盤
も
ミ
ル
ク
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た

ま
た
、
首
論
文
の
目
的
の
一
つ
は
、
ミ
ル
ク
と
い
う
言
葉
に
具
睦
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
興
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
中
央
ア
ジ
ア

日
本
に
お
い
て

は
正
確
に
そ
の
内
容
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

の
み
な
ら
ず
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
各
地
域
に
お
い
て
近
世
に
い
た
る
ま
で
し
ば
し
ば
歴
史
資
料
に
で
て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
は
文
書
集
の
英
文
サ
マ
リ
イ
に
お
い
て
ミ
ル
ク
研
究
の
重
要
性

ソ
連
邦
に
お
け
る
研
究
を
紹
介
し
て
く
れ
て
い
る
。
筆
者
は
ま
だ
そ
れ
ら
の
研
究
全
て
に
目
を
通
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

を
指
摘
し
、

一
六

世
紀
以
降
の
文
書
の
研
究
が
大
企
?
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
六
一
一
二
頁
)
。

の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
概
念
の
抽
出
が
我
々
に
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
今
回
提
出
し
た

一
五
世
紀
中
央
ア
ジ
ア
の
不
動
産
所
有
に
闘
す

ま
ず
、

一
五
世
紀
の
不
動
産
登
記
文
書
だ
け
か
ら
今
後
の
研
究

有
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
作
業
を
行
い
つ
つ
、
時
代
的
に
も
地
域
的
に
も
範
囲
を
贋
げ
て
イ
ス
ラ
ム
の
不
動
産
所

註(
1
〉
ナ
ク
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ
l
数
幽
及
び
ホ
I
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
1
ル
に
つ
い

て
は
川
本
正
知
「
ナ
ク
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ
l
数
闘
の
修
業
法
に
つ
い
て
」

『東
洋
史
研
究
』
四
一
一

l
二
、
一
九
八
三
、
同
「
ナ
ク
シ
で
ハ
ン
デ
ィ

ー
数
圏
」
『
世
界
史
へ
の
聞
い
』
四
、
岩
波
書
広
、
一
九
八
九
参
照
。

ま
た
、
特
に
彼
の
テ
ィ
ム
l
ル
朝
君
主
と
の
関
係
お
よ
び
政
治
的
活
動

に
つ
い
て
は
、
同
「
ホ
l
ジ
ャ

・
ア
フ
ラ
l

ル
と
ア
プ
l

・
サ
イ
l

ド
」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
二
五
、
一
九
八
六
参
照
。

(

2

)

チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
の
序
文
の
簡
単
な
紹
介
が
関
野
英
二
「
ナ
ク
シ
ュ
パ

ン
デ
ィ
l
数
回
に
関
す
る
最
近
の
諸
研
究
に
つ
い
て
」
『
イ
ス
ラ
ム
世

界
』
二
一
、
一
九
八
三
に
あ
り
、
文
書
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

- 22ー

る
。
ま
た
、
文
書
の
内
容
も

】0
・
〉
ロ
ロ
の
円
。
回
目
・
、
H
，
vo
開

n
S
O
B
-
n

ω再三
5

0
同
〉
、
H
，F
自
己
正

ωロ
h
w
ω
E『
r
F
〉
7
P
2
0
円
。
向
。
。
ロ
E
2

0
門

司

2
8宮山
S
F
H
3
3
3
b
R
b
a
-
〈
。

--V内
〉

(
F
Z
O
M
-
H
I
N
-

5
8・
3
・
3
1
5
H・
に
文
書
ー
か
ら
9
ま
で
比
較
的
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
文
書
自
身
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で

は
な
い
。

(

3

)

こ
の
う
ち
文
書
5
に
つ
い
て
は
川
本
正
知
「
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l

ル
の
ワ
タ
フ
文
書
」

『
人
文
翠
報
』
六
三
、
一
九
八
九
、
五
三
|
六
八

頁
参
照
。
文
書
日
、
日
、
ロ
の
ワ
タ
フ
設
定
文
書
に
つ
い
て
は
同
「
ナ

ク
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ
l
数
圏
」
一
九
O
l
一
九
六
頁
に
や
や
詳
し
く
紹
介



395 

し
て
お
い
た
。

(

4

)

川
本
正
知
「
イ
ス
ラ
ム
の
私
有
財
産
(
自
己

ε
に
つ
い
て
」

エ
ン
ト
』
三
四

l
一
、
一
九
九
一
、
印
刷
中
。

ハ
5
)

官
E
を
前
置
詞
と
考
え
、
後
述
す
る

ι
R
宮
町
在
を
そ
の
ベ
ル

シ
ア
語
謬
と
解
し
た
が
、
同
様
な
意
味
で
宮
E
を
動
詞
と
し
て
讃
む

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

(

6

)

ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
の
父
ホ
I
ジ
ャ
・
ジ
ャ
ラ
l
ル
・
ア
ッ
デ

ィ
l
ン
・
マ
フ
ム
l
ド
に
劃
す
る
も
の
を
含
め
て
、
三
行
目
か
ら
七
行

自
に
及
ぶ
長
い
賞
賛
の
形
容
字
句
が
つ
づ
く
が
こ
こ
で
は
謬
出
し
な
か

っ
た
。

(
7
〉

ス
l
ザ
ン
ガ
ラ
l
γ
門
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
市
南
側
城
壁
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
門
。
向
名
の
街
匡
は
市
の
中
央
か
ら
こ
の
門
へ
向
か
う
公

道
沿
い
に
位
置
す
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

(

8

)

こ
こ
に
も
購
入
者
、
す
な
わ
ち
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
に
封
す
る

賞
賛
の
形
容
字
句
が
つ
づ
く
が
省
略
し
た
。
以
下
い
ち
い
ち
註
記
し
な

B
V
 

(
9
〉
こ
の
人
物
の
名
前
の
後
半
部
分
は
讃
め
な
い
。

(

m

)

神白』帥

E
4・
p
g
r
の
意
味
は

ω
n
z
n
r
f
h
-
b
w
N
E
H
3礼宮町民
S

同。L
P
N
b
吉弘円』い品目・

O
H
r
L
-
S
E
-
3・
H
a
l
p
5
N・
参
照
。

(
日
〉
こ
の
署
名
の
上
に
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
署
名
し
た
ア
プ

ー
・
マ
ン
ス

I
ル
は
そ
の
上
に
自
分
の
印
を
押
し
た
。
ま
た
、
こ
の
署

名
は
以
下
の
誼
人
遼
の
署
名
よ
り
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
(
文
書
集
五

一
九
頁
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
参
照
)
。
印
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
彼

は
こ
の
時
代
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
カ
l
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

(
ロ
〉
こ
の
人
物
は
明
ら
か
に
同
じ
ス
l
ザ
ン
ガ
ラ
l
ン
門
街
匿
に
あ
っ
た

『
オ
リ

ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
が
建
て
た
マ
ド
ラ
サ
の
郊
に
家
屋
を
所
有
し

て
い
た
人
物
で
あ
る
(
川
本
正
知
「
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
の
ワ
ク

フ
文
書
」
五
七
1

五
八
頁
〉
。

〈
日
〉
イ
ス
ラ
ム
法
に
お
け
る
イ
マ

I
ム
と
は
普
通
そ
れ
ぞ
れ
の
法
皐
波
の

創
始
者
と
さ
れ
る
シ
ャ
ー
プ
ィ
イ
ー
や
マ

1
リ
ク
を
指
す
。
そ
の
う
ち

「
最
も
偉
大
な
る
イ
マ

l
ム
」
と
言
え
ば
、
ハ
ナ
フ
ィ
!
娠
の
ア
プ

l

・
ハ
ニ

l
フ
ア
(
七
六
七
残
)
を
指
す
。
同
様
な
質
問
の
あ
る
文
書

M
H

〈三

O
四
頁
)
で
は
、
「
イ
ス
ラ
ム
の
イ
マ

l
ム
た
ち
」
巴
回
目
白

血

Z
白
広
田
と
な
っ
て
お
り
、
ア
プ
l

・
ハ
ニ
1
フ
ァ
の
み
な
ら
ず
、
他

の
皐
波
の
創
始
者
た
ち
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(
日
比
)
こ
の
文
章
及
び
そ
れ
に
績
く
二
人
の
署
名
〈
二
四
、
二
五
〉
は
、
用

紙
の
右
側
の
徐
自
に
縦
に
書
か
れ
て
い
る
(
文
書
集
五
一
九
頁
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
参
照
〉
。

(
日
)
一
行
自
に
つ
づ
く
こ
の
文
章
は
上
側
に
逆
に
書
か
れ
て
お
り
、
紙
の

上
迭
の
傷
み
の
た
め
に
讃
め
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
(
文
書
集

五
三
八
頁
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
参
照
〉
。

(

M

m

〉
マ

l
ト
リ
ー
ド
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
北
方
域
外
の
郊
外
匡
白
島
生
曲
。

村
宮
町
宮
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
に
ホ
l
ジ
ャ
・
ア

フ
ラ

I
ル
は
多
く
の
土
地
・
果
樹
園
を
所
有
し
て
お
り
、
ま
た
弟
子
や

テ
ィ
ム

l
ル
朝
君
主
が
訪
れ
た
と
さ
れ
る
邸
宅
を
も
っ
て
い
た
。
キ
ョ

ク
サ
ラ
イ
は
そ
こ
に
属
す
る
地
名
か
(
文
書
集
三
九
二
頁
、
注
川
、
川

本
正
知
「
ナ
グ
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ

l
数
園
」
一
九
五
|
六
頁
〉
。

(
ロ
)
ラ
パ
ド
は
都
市
の
郊
外
匿
域
を
表
す
が
、
こ
の
場
合
は
八
世
紀
に
造

ら
れ
た
古
い
そ
の
周
壁
の
一
部
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い

る
ハ
文
書
集
三
八
六
|
七
頁
、
注
目
)
。
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(
叩
日
〉
タ
ジ
l
ク
語
に
残
っ
て
い
る
言
葉
で
、
港
紙
の
要
の
あ
る
土
地
に
つ

け
ら
れ
る
水
が
流
れ
出
さ
な
い
た
め
の
徐
り
高
く
な
い
土
手
を
さ
す
と

い
う
(
文
書
集
三
八
七
頁
、
注
同
〉
。

(
悶

)
H
n
g
R目
白
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
。
一
熔
チ

ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
に
し
た

が
っ
て
純
骨持
し
て
お
い
た
が
、
注
(
時
)
と
同
じ
く
今
日
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
濯
減
に
闘
す
る
言
葉
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

(
却
)
「
彼
の
奴
隷
。
従
者
」
と
い
う
意
味
で
、
名
前
で
は
な
い
。
奴
隷
は

護
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
名
前
の
か
わ
り
の
謙
譲
の
サ
イ

ン
か
も
知
れ
な
い
。

〈
幻
〉
五
円
削
『
は
イ
ス
ラ
ム
法
に
お
い
て
、
承
認
、
自
認
、
白
獄
、
告
白
、

口
供
な
ど
と
誇
さ
れ
、
法
廷
に
お
い
て
ま
た
は
法
廷
に
謝
し
て
自
ら
認

め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
裁
判
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で

は
な
い
の
で
供
述
と
誇
し
た

Q
n
z
n
F』

--K山
首
同
誌

H
3
n
p
ミ民
S

H
。

』「
h
N
Q
道
町

hnHE-
唱

-HmH
・〉。

(
幻
)
川
本
正
知
「
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

1
ル
の
ワ
タ
フ
文
書
」
五
四
|
五

六
頁
参
照
。

(
幻
)
磯
貝
健
一
氏
の
御
教
示
に
よ
り
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
の
誇
文
を
訂
正
し
た

(
文
書
集
九
二
頁
露
謬
と
劉
照
)
。
謝
意
を
表
す
る
。

(
引
品

)
ω
円
r
R
r・h・
k
g
Hミ
3
n
P
R
H
S
W
H
芯
切
な
習
に

h
h
H
S・M
M

・
5
由・

(
お
〉
ワ
ク
フ
文
書
に
で
て
く
る
銀
貨
は
ハ

l

ニ

I
・
テ
ン
ゲ

S
口
問
守
三

r
E口
同
(
文
書

m、
二
ハ
九
|
一
七
一
頁
〉
と
グ

l
ル
ガ

l
ニ

l
・テ

ン
ゲ

E
a
E
H(文
書
口
、
五

O
l五
一
頁
〉
で
、
諸
史
料
に
で
て
く

る
ケ
ベ
キ

1
銀
貨
と
シ
ャ
ー
プ
ル
ヒ
l
銀
貨
に
嘗
た
る
も
の
か
と
も

思
わ
れ
る
が
、
雨
者
が
並
ん
で
で
て
く
る
場
合
が
あ
り

(H
H
r
E
E

m
E
『m
E
H
文
書
口
、
一
五
一
行
)
、
そ
の
遠
い
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

ハ
l
ニ
l
・
テ
ン
ゲ
に
つ
い
て
は
そ
の
銀
貨
表
示
の
後
に
「
新
し
く
打

っ
た
一
ミ
ス
カ
ル
の
純
粋
な
銀
ハ

l
ニ

l
r
r間三，可
FP
C
A
B
-可
F
E
E
-

-
z
E
S
-
-
可白
r
'BEHD帥
r
・1

3
島
正
巳

4
2r」
と
書
か
れ
て
あ

る
の
で
一
ミ
ス
カ
ル
す
な
わ
ち
四

・
八
グ
ラ
ム
の
純
銀
の
貨
幣
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
(
四

O
O頁
、
注
川
)
。

(

M

m

)

文
書
3
、
三
三
三
四
行
で
は
「
不
動
産
と
農
耕
地
の
査
定
人

日
ロ
』
曲
君
主
日
間
ロ
ム

.2削
円
唱
曲
全
u
b
・
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
二
つ
の
言
葉
は
一
般
的
な
ミ
ル
ク
の
内
容
を
さ
す
言
葉
と
し
て
東
西

の
文
献
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
幻
〉
文
書
4
の
二
番
目
の
署
名
は
文
書
の
右
側
の
徐
白
に
「
祈
願
者
ホ
l

ジ
ャ
・
カ
ラ
l
ン
・
プ
ン

・
サ
イ

フ
・
ア
ッ
デ
ィ

l
ン
が
そ
の
内
容
を

調
査
す
。
」
と
あ
り
一
般
の
護
人
の
署
名
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
(
四

四
行
〉
。
ま
た
、
第
一
番
目
の
署
名
は
文
章
の
下
や
や
離
れ
て
あ
り
、

そ
こ
で
紙
が
切
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
五
二
九

頁
〉
。
そ
の
下
に
書
か
れ
た
他
の
誼
人
遂
の
署
名
の
部
分
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
却
〉
注
(
ロ
〉
参
照
。

(
却
)
彼
は
一
四
九
六
年
の
パ
イ
ス
ン
ガ
ル
・
ミ
ル
ザ
(
在
位
一
四
九
五
|

九
七
〉
に
劃
し
て
お
こ
さ
れ
た
タ
ル
ハ

γ
族
の
F
l
・
デ
タ
l
に
封
し

て
お
こ
さ
れ
た
反
射
涯
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド
民
衆
の
蜂
起
に
指
導
的
役
割

を
は
た
し
、
一
五

O
O年
の
ウ
ズ
ベ
ク
の
シ
ャ
イ
バ

1
ニ
l

・ハ

l
ン

の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
占
領
の
時
に
は
ハ

l
ン
の
も
と
に
伺
候
し
た
サ
マ

ル

カ
ン
ド
、
プ
ハ
ラ
の
且
貝
原
の
代
表
者
と
し
て
名
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ザ
ヒ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ

l
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
パ

1
ブ
ル
に

よ
る
テ
ィ
ム
l
ル
朝
の
再
占
領
に
同
行
し
、
パ

l
プ
ル
の
サ
マ
ル
カ
ン
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ド
撤
退
後
は
タ
シ
ケ
ン
ト
の
そ
グ
l
ル
政
権
の
も
と
に
現
れ
、
タ
シ
ケ

ン
ト
の
モ
グ
l
ル
政
擦
が
シ
ャ
イ
パ

1
ニ

1
・ハ

1
ン
に
よ
っ
て
厨
壊

さ
せ
ら
れ
た
と
き
に
捕
え
ら
れ
、
ハ
l
ン
に
引
き
渡
さ
れ
殺
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
が
彼
の
庭
刑
を
一
五

O
O年
と
し
て
い
る
の

は
誤
り
で
(
三
八
八
頁
、
注
臼
)
、
一
五

O
三
年
の
こ
と
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
以
上
、
関
野
英
二
「
『
バ

l
プ
ル
・
ナ
l
マ
』
の
研
究

(I)
「
フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
章
」
日
本
語
誇
」
『
京
都
大
摩
文
察
部
研
究
紀

要
』
二
二
、
一
九
八
三
、
二

O
O、
二
七
二
、
三

0
0、
三

O
九
、
三

二一

l
一
一
一
一
一
一
貝
、
同
日
H
d
〈
問
問
E
E
♂
吋
与
叫
守
h
H
N
'
h四合
h
q
L
〈
・
吋
o
r
g
P

E
S
-
3
・
N
N
AF
N
吋
P
N
∞P
N
8
・
N
U
N
・
8
白
・
参
照
。
ま
た
、
一
五

O

O
年
の
シ
ャ
イ
パ

I
ニ
1
・ハ

I
ン
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
占
領
ま
で
の
マ

l

・
ワ
ラ
1
・
ア
ン
ナ
フ
ル
支
配
を
め
ぐ
る
テ
ィ
ム
l
ル
朝
末
期
の
政

治
史
は
、
堀
川
徹
「
テ
ィ
ム
l
ル
朝
末
期
の
内
証
を
め
ぐ
っ
て
」
『
東

洋
史
研
究
』
一
一
一
五
l
四
、
一
九
七
七
、
一

l
二
八
頁
を
参
照
。
ま
た
、

シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ

1
ム
に
つ
い
て
は
、
』

-z.関門側目。門的・

2
ω
E伊

r
r
白
戸

a
F
Z
B
u
w
L
口
同
-
H
・
H
参
照
。
ま
た
、
磯
貝
健
一
氏
の
御

敬
一
示
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
九
年
に
切
喜
一
包
民
国
-
X
・
に
よ
り
貝

8
2
r

で
校
訂
・
出
版
さ
れ
た
ω
r
a
E
E
出
問
自
国
と
題
さ
れ
る
史
料
に
は

「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ
l
ム
・
ホ
1
0シ
ャ
・
ア

プ
l

・
ア
ル
マ
カ
l
リ
ム

e・
g-ど
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
し
か
し
氏

自
身
も
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
嘗
書
は
遅
く
と
も
一
五

O
五
年
ま
で

に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
↓
同
司
智
長
同
工
の
E円

E
Z
Z
同
氏
・

口同日
mw

の
梗
概
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
k
r
R℃
白
冨

o
p
玄
・
〉
・
に

よ
る
蛍
書
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
に
は
そ
の
記
述
は
存
在
し
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
ア
ブ
l

・
ア
ル
マ
カ
I
リ
ム
と
行
動
を
共
に
し

た
パ

1
プ
ル
が
彼
の
肩
書
に
つ
い
て
一
切
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
『
パ

l
プ
ル
・
ナ
l

マ
』
の
記
述
を
補
足
し
な
が
ら
書
い
て
い
る
ホ
ン
ダ
ミ

ー
ル
が
彼
を
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ
1
ム
を
出
す
一
族
の
一
員
と
し

か
述
べ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
が
貧
際
に
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
イ
ス
ラ

1
ム
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
剣
断
を
保
留
し
、
可
能
性
の
み
示
唆
す
る

に
と
ど
め
た
。

(

m
山
〉

E
Z
E
E
E
『
・
匂
与
問
F
b
N
E
b
h
志
、
・
同
〈
・
3
・
S
|
∞-NU・

(

M

U

)

こ
の
文
書
は
二
人
の
別
の
人
物
に
よ
る
二
つ
の
供
述
書
で
あ
る
。
二

番
目
の
供
述
書
の
物
件
は
一
番
目
の
供
述
書
の
寅
賀
さ
れ
た
共
同
所
有

の
村
の
一
一
一
分
の
一
の
持
ち
分
権
に
含
ま
れ
る
が
、
一
番
目
の
供
述
書

で
は
貰
買
か
ら
除
外
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
物
件
で
あ
る
。

(

m

M

)

チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
の
讃
み
に
従
っ
た
。
h
H回
O
唱
と
誇
し
て
い
る
が
、
譲

み
自
櫨
確
認
し
得
ず
、
意
味
不
明
。
た
だ
、
こ
れ
が
ア
ラ
ピ
ア
語
動
詞

A
R
仰
の
波
生
形
と
す
る
な
ら
ば
、
「
水
を
集
め
る
」
と
い
う
一
意
味
が

あ
り
、
形
は
遣
う
が
水
路
と
い
う
意
味
の
名
詞
形
も
あ
り
な
ん
ら
か
の

水
利
施
設
と
考
え
ら
れ
る

G
・O-
出
s
p
k尚
子
、
晶
、
和
バ
札
弘
、
与
や

旬、
P
町
史
h
v
b
R
及
。
司
令
、
h
F
回
巳
E
F
H
由
吋
。
・
)
。

(
お
)
ラ
ム
ト
ン
、
〉
-
H
P
ω
・
(
岡
崎
正
孝
謬
)
『
ベ
ル
シ
ア
の
地
主
と
農

民
|
|
土
地
保
有
と
地
税
行
政
の
研
究
i
l
B
』
岩
波
書
庖
、
一
九
七

六
、
一
九
二
、
二
三
七
、
二
七

O
、
二
七
六
頁
。

〈
担

)
ω
n
F
R
r
・
h
-
h
s
p
H
、
。
b
h町
民
S
H
。
L
r
N
Q苦
吟

hANE-
司

-
H
S
-

イ
ス
ラ
ム
法
に
お
け
る
所
有
権
は
物
の
庭
分
権
と
考
え
ら
れ
る
物
自
檀

に
謝
す
る
権
利
公

2
与
乙
と
用
金
権
(
S
E
r
a
る
に
わ
け
て
考
え

ら
れ
る
。
賃
貸
借
は
用
金
援
の
移
動
と
考
え
る
わ
け
だ
が
、
用
金
権
は

巌
密
に
い
え
ば
使
用
権
と
枚
金
権
に
わ
け
ら
れ
、
使
用
権
を
取
得
す
る
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者
が
枚
金
植
を
確
保
す
る
用
金
権
者
に
針
債
を
排
う
と
考
え
ら
れ
る
。

共
同
所
有
の
場
合
、
庭
分
権
の
行
使
は
難
し
い
の
で
、
質
質
的
に
頁
ら

れ
る
の
は
用
金
槌
の
持
ち
分
で
あ
り
、
持
ち
分
に
師
応
じ
た
牧
盆
権
を
確

保
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
物
が
ワ
タ
フ
物
件
に
開
化
さ
れ
る
場
合

は
、
ま
ず
そ
の
庭
分
権
が
停
止
さ
れ
、
ワ
グ
フ
受
金
者
に
用
金
権
が
移

り、

賃
貸
に
出
さ
れ
る
こ
と
す
な
わ
ち
使
用
権
の
移
動
に
よ
り
そ
の
枚

盆
継
が
確
保
さ
れ
る
。

筆
者
は
ホ
l
ジ
ャ

・
ア
フ
ラ
!
ル
の
ワ
タ
フ
文
書
に
お
い
て
、
庖
舗

の
ス
ク
ナ
ヤ
l
ト

E
r
E可
営

(
1
・
0
町

田

Z
E
S
と
そ
の
庖
舗
が
建

て
ら
れ
て
い
る
土
地
ぜ
官
と
が
別
の
施
設
の
ワ
ク
フ
物
件
と
さ
れ
て

い
る
例
に
謝
し
て
、
不
注
意
に
も
ス
ク
ナ
ヤ

I
ト
を

E
r
Eぞ
訟
と

縛
篤
し
用
金
機
と
謬
し
た
上
で
土
地
使
用
機
と
そ
の
上
に
建
つ
建
物
の

用
金
権
が
別
々
に
ワ
タ
フ
物
件
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
穆
を
下
し
て

し
ま
っ
た
(川
本
正
知
「
ホ
l
ジ
ャ

・
ア
フ
ラ
l
ル
の
ワ
タ
フ
文
書
」

五
九
頁
)
。
こ
れ
に
射
し
て
、
小
野
浩
氏
と
柳
橋
博
之
氏
か
ら
帥
判
官時
の
誤

り
が
指
摘
さ
れ
、
柳
橋
氏
か
ら
は
単
数

E
r
z
は
通
常
は
居
住
様
、

純
じ
て
建
物
の
営
業
な
ど
の
た
め
の
使
用
機
と
す
る
べ
き
で
あ
り
、
用

盆
縫
と
す
る
の
は
不
適
蛍
で
あ
り
、
ま
た
、
土
地
も
そ
の
上
の
建
物
も

別
に
ワ
タ
フ
物
件
と
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
正
し
い
意
味

に
お
け
る
用
盆
権
が
ワ
タ
フ
受
盆
者
に
移
り
、
現
質
に
は
そ
の
上
の
使

用
機
の
賃
貸
に
よ
り
枚
盆
が
確
保
さ
れ
る
と
解
固
持
す
る
べ
き
で
あ
る
と

の
ご
数
示
を
受
け
た
。
こ
の
通
り
で
あ
る
と
恩
わ
れ
、
議
ん
で
こ
こ
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お
二
人
の
ど
敬
一
ホ
に
謝
意
を
表
し

た
い
。

(
お
)
森
本
公
誠
氏
の
ご
敬
一
示
に
よ
る
。
ワ
タ
フ
の
寄
進
の
主
た
る
経
済
的

動
機
も
遺
産
分
割
を
避
け
、
一
族
の
財
産
を
合
法
的
に
男
系
子
孫
に
受

け
継
が
せ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(
お
〉
遺
産
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
文
書
6
の
謬
文
に
示
し
た

S
ユ
E
、

「
某
の
遺
産
の
ミ
ル

ク
で
あ
る
土
地
」

S
B
E
ι
自
ニ

rι
自
己

Z
E
t

-
(
文
書
4
、
一
一
行
)
、
「
某
の

残
し
た
庖
飾
」

E
r
Eロ
ム
目
白
押
'

ZWIF---(文
書
3
、
一
一
ー
一
二
行
)
の
ほ
か
、
「
某
の
相
絞
人
た

ち
の
土
地
」
自
日
刊
ロ
ム
司
白
『

aza----
(文書
7
、
二
一

l
一一一一一行)

と
い
う
表
現
も
あ
る
。

(
幻
)
川
本
正
知
「
ナ
ク
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ

I
数
圏
」
一
八
七
|
八
九
頁
。

(
叩
叩
)
文
書
集
三
八
八
頁
、
注
目
、
同
住
司

E
E
B可
-
h
h
a
T守
と
ら
Q
Q
コ

同〈

-
E・g
-

H
N
N
-
N吋

ωlι
・
関
野
英
二
「
『
バ
l
プ
ル

・
ナ
1
7
』
の

研
究

(l)
「
フ
ェ

ル
ガ
1
ナ
章
」
日
本
語
誇
」
一
一
一
九
頁
、
堀
川
徹

「
テ
ィ
ム

l
ル
朝
末
期
の
内
証
を
め
ぐ
っ
て
」
五
、
二
四
|
二
五
頁
参

照
。
ア
プ
ド

・
ア
ル
ア
リ
l

・
タ
ル
ハ
ン
と
そ
の
印
笠
J

パ
l
キ
l

・

タ
ル
ハ
ン
、
オ
ル
ダ
・
プ
カ
・

タ
ル
ハ

ン
の
二
人
の
白中年
十
ダ
ル
ヴ

ィ
シ

ュ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
と
ム
ハ

ン
マ
ド

・
マ
ズ
ィ
l
ド
・
タ
ル

ハ
ン
が
マ

l

・ワ

ラ
l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
の
ス
ル
タ
ン

・ア

フ
マ
ド
・
ミ

ル
ザ
政
権
期
お
よ
び
末
期
の
動
飢
期
に
か
け
て
の
質
質
的
資
力
者
タ
ル

ハ
ン
族
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
で
あ
る
。
山
富
文
書
か
ら
ア
プ
ド
・
ア
ル
ア
リ

l

・
タ
ル
ハ
ン
の
父
の
名
が
確
認
さ
れ
た
。

(
ぬ
〉
彼
は
一
四
五
一
年
に
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
取

り
、
マ

l

・
ワ
ラ
l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
の
支
配
者
と
な
っ
た
時
に
へ
ラ
l

ト
に
逃
れ
て
い
た
が
、
一
四
五
五
年
に
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
自
身
の
要

請
に
よ
り
サ

マ
ル
カ
ン
ド
に
蹄
っ
て
い
る
。

一
四
六
九
年
ア
プ
l

・サ

イ
l
ド
が
白
羊
朝
の
ウ
ズ
ン
・
ハ
サ
ン
に
敗
北
し
殺
さ
れ
た
と
い
う
知
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ら
せ
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
お
い
て
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
後
へ
ラ
l
ト

に
行
き
一
四
七
二
年
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
ホ

1
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル

と
は
な
は
だ
仲
が
悪
く
、
し
ば
し
ば
彼
を
中
傷
し
、
ア
プ
l

・
サ
イ

1
ド
の
死
後
に
は
ホ
l
ジ
ャ
の
財
産
を
略
奪
し
て
も
よ
い
と
い
う
フ

ァ
ト
ワ
ー
を
出
し
か
え
っ
て
そ
の
立
場
を
失
っ
た
こ
と
は
ホ

1
ジ
ャ

の
聖
者
俸
が
俸
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
書
集
三
八
二
頁
、
注

μ
、

関
目
Z
E
E
E
『
・
匂
与
町
F
h
H
F
h
幻
官
、
・
H
〈
・

3
・
5
十
l
m
-
川
本
正
知

「ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
と
ア
プ

l
・
サ
イ
l
ド
」
一
一
一
八
、
四
八
|

四
九
頁
参
照
。

〈
ω)
彼
に
つ
い
て
は
、
文
書
集
三
八
二
頁
、
注
目
却
、
同
F
d〈
E
E
B
F

匂
-
色
刷
F
Q
N
-
b
い
て
ぬ
コ
同
〈
・

3
・
8
|吋
-
g
-
S
l
ω
L
m
N
川
本
正
知

「ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル
と
ア
プ

l

・
サ
イ

l
ド
」
三
七
頁
、
同

「
ナ
ク
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ

i
数
園
」
一
八
六
頁
参
照
。
ま
た
、
彼
が
属
す

る
ア
ル
グ
ン
族
と
呼
ば
れ
る
集
固
に
つ
い
て
は
、
川
本
「
ホ

I
ジ
ャ
・

ア
フ
ラ

l
ル
と
ア
プ

l
・
サ
イ
l
ド
」
一
一
一
九
頁
参
照
。
な
お
堀
川
氏
は

上
述
の
タ
ル
ハ
ン
一
族
は
ア
ル
グ
ン
族
に
属
す
る
と
い
う
見
解
を
述
べ

て
お
ら
れ
る
が
(
堀
川
徹
「
テ
ィ
ム
l
ル
朝
末
期
の
内
-
証
を
め
ぐ
っ

て
」
一
九
頁
〉
、
そ
の
根
援
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

テ
ィ
ム

l
ル
朝
君
主
ア
プ

I
・
サ
イ
l
ド
が
ウ
ズ
ン
・
ハ
サ
ン
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
た
後
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ミ
ル

ザ
政
権
の
も
と
で
ア
ル
グ
ン
の
ア
ミ

1
ル
た
ち
と
タ
ル
ハ
ン
の
ア
ミ

l

ル
た
ち
の
聞
の
抗
争
が
あ
っ
た
こ
と
が
停
え
ら
れ
、
ア
ル
グ
ン
の
ズ

l
・
ア
ン
ヌ
l
ン
・
プ
ン
・
フ
ス
ン
・
パ
サ
リ
ー
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を

去
り
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
へ
ラ
l
ト
政
権
の
ア
サ
イ
ン
・
パ
イ
カ
ラ
に
カ

ン
ダ
ハ

l
ル
方
面
の
支
配
を
命
じ
ら
れ
、
そ
こ
で
濁
立
の
政
権
を
維
持

し
た
〈
間
内
r
d〈
E
E
B
F
匂
-
h
F
同
F
b
N
・h
ロ
官
、
・
口
、
・

3
・
足
。
l
H
・
〉
。

彼
が
一
五

O
七
年
に
ホ
ラ
サ
ン
に
侵
入
し
た
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l

・
ハ
ー

ン
と
の
戟
い
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
後
、
息
子
の
シ
ャ

I
・
ベ
グ
ま
た

は
シ
ャ

l

・
シ
ュ
ジ
ャ
ー
は
シ
ン
ド
地
方
に
侵
入
を
繰
り
返
し
、
シ

ン
ド
地
方
の
既
存
の
政
権
を
次
々
と
屈
服
さ
せ
、
一
五
一
一
一
一
年
最
終
的

に
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
を
パ

l
プ
ル
に
奪
わ
れ
た
後
、
イ
ン
ダ
ス
川
上
流
の

パ
ハ
ル
に
根
接
地
を
移
し
た
。
一
五
二
四
年
息
子
の
シ
ャ

1
・
フ
サ
イ

ン
・
ア
ル
グ
ン
が
後
を
継
ぐ
と
、
ム
ル
タ
ン
、
タ
ッ
タ
を
お
さ
え
シ
ン

ド
地
方
全
域
を
支
配
し
た
が
、
彼
が
一
五
五
六
年
に
子
供
を
残
さ
ず
に

な
く
な
る
と
、
ミ
ル
ザ
・
イ
l
サ
l
・
タ
ル
ハ
ン
な
る
人
物
が
下
シ
ン

ド
の
支
配
を
受
け
縫
ぎ
、
一
五
九
一
年
に
ア
グ
パ
ル
に
よ
っ
て
ム
ガ
ー

ル
朝
に
併
合
さ
れ
る
ま
で
ミ
ル
ザ
・
イ
ー
サ
l
・
タ
ル
ハ
ン
の
子
孫
が

タ
ッ
タ
を
中
心
と
し
た
下
シ
ン
ド
地
方
に
濁
立
の
政
権
を
維
持
し
て
い

た
(
の
・
。
。
口
広
口
号
、
ぽ
師
二
・
〉
『
m
r
回
同
H
J
Z
N円

-N・
N
)

。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ド
の
ア
ル
グ
ン
・
タ
ル
ハ
ン
王
朝
で
あ
る

が
、
ミ
ル
ザ
・
イ
l
サ
l
・
タ
ル
ハ
ン
の
子
孫
に
よ
る
こ
の
王
朝
の
年

代
記
『
タ
ル
ハ
ン
・
ナ
l
マ
』
に
よ
れ
ば
窃
曲
芸
年
玄
可
冨
忌
即
日
・

自
主
『
・

ωミ
u三
島
』
曲
目
巴
・
叫
J
b
込
』
vh
伸
、
"
匂
和
喜
h
F
E
・

ω
a
uユ
品
恒
ロ
臼
帥
旨

ω
-
-
U
同
国
間
仙
田
宮
内
同
問
・
恒
喜
内
田
町
曲
『
注
目
』

ω宮
内
Y
S
8
・

3
・
印
l
m
-
系

園
A
l
G
)
、
ズ

l
・
ア
ン
ヌ

l
ン
・
ア
ル
グ
ン
の
系
譜
は
イ
ル
・
ハ

ン
朝
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
・
ハ
l
ン
を
通
じ
て
ア
ル
グ
ン
・
ハ

l
ン

に
遡
ら

れ
、
ま
た
、
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
・
ハ

l
ン
の
孫
に
あ
た
る
イ

I
P
-
-
テ

ム
ル
は
テ
ィ
ム

I
ル
と
ト
ク
タ
ミ
シ
ュ
・
ハ

l
ン
と
の
戟
い
に
お
け
る

戟
功
に
よ
り
テ
ィ
ム

l
ル
か
ら
そ
の
一
族
に
タ
ル
ハ
ン
の
稽
貌
が
奥
え

ら
れ
、
そ
の
二
人
の
子
の
一
人
シ
ヤ
ン
ク
ル
が
ズ
l

・
ア
ン
ヌ

l
ン・
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ア
ル
グ
ン
の
九
代
前
の
、
も
う
一
人
の
イ
テ
イ
ル
ミ
シ
ュ
が
ミ
ル
ザ
・

イ
l
サ
l

・
タ
ル
ハ
ン
の
七
代
前
の
先
租
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
若
干
の
食
い
違
い
は
あ
る
が
、
ア
プ
l

・
ア
ル
フ
ァ
ヅ
ル
『
ア

ク
バ
ル
・
ナ
l
マ
』
の
記
述
に
も
一
致
し
て
い
る
(
恵
谷
俊
之
「
苔
刺

空
考
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
一
|
二
、
一
九
六
三
、
七

O
l七
二
頁
)
。

要
す
る
に
こ
の
王
朝
の
ア
ル
グ
ン
族
・
タ
ル
ハ
ン
族
は
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

ン
の
血
を
引
く
起
源
を
同
じ
く
す
る
集
固
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
タ
ル

ハ
ン
な
る
名
稽
は
テ
ィ
ム

l
ル
の
授
け
た
タ
ル
ハ
ン
穏
鋭
に
よ
る
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
同
時
代
史
料
か
ら
は
検
鐙
さ
れ
得
な
い
こ
の
系
園

は
、
明
ら
か
に
ア
ル
グ
ン
・
ハ

l
ン
と
の
名
稽
の
一
致
か
ら
、
ア
ル
グ

ン
・
タ
ル
ハ
ン
の
シ
ン
ド
支
配
、
特
に
タ
ル
ハ

γ
が
ア
ル
グ
ン
の
支
配

を
受
け
縫
い
だ
こ
と
を
権
威
づ
け
、
正
以
[
晶
化
す
る
た
め
に
作
り
だ
さ
れ

た
系
固
で
あ
ろ
う
。
こ
の
シ
ン
ド
の
ア
ル
グ
ン
・
タ
ル
ハ
ン
王
朝
に
お

い
て
さ
え
、
既
に
一
六
世
紀
の
末
に
は
雨
集
圏
の
起
源
は
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
記
述
す
る
に
足
る
も
の
と
は
み
な

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
系
園

か
ら
両
者
が
同
族
で
あ
っ
た
と
は
と
て
も
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
に
お
い
て
は
、
統
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に

ア
ル
グ
ン
な
る
集
圏
お
よ
び
集
園
名
稽
を
も
っ
ア
ミ

1
ル
た
ち
が
現
れ

る
の
は
ア
プ
l

・
サ
イ
l
ド
の
即
位
の
時
か
ら
で
あ
る
の
に
謝
し
て
、

タ
ル
ハ
ン
な
る
集
園
名
稽
を
も
っ
ア
ミ
l
ル
た
ち
は
三
代
目
の
シ
ャ

1
・
ル
フ
時
代
に
既
に
そ
の
活
動
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
雨
集
闘
は

起
源
的
に
も
別
の
集
闘
で
あ
ろ
う
。
事
寅
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
『
タ
ル
ハ
ン
・
ナ
l
マ
』
は
マ

1
・
ヮ
ラ
l

・
ア
ン
ナ
フ
ル

と
ホ
ラ
サ
ン
の
タ
ル
ハ
ン
族
(
宮
司
自
・
目
、
H
，
R
r
E口
〉
は
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ン
の
タ
ル
ハ
γ
稽
駒
山
授
輿
に
よ
る
も
の
で
あ
り

(
3・
品
目
・〉
、
テ

ィ
ム

l
ル
に
よ
る
シ
ン
ド
の
ア
ル
グ
ン
・
タ
ル
ハ
ン
と
は
別
の
集
固
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
タ
ル
ハ
ン
が
特
権
身
分
と
し
て
の
稽
競
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
上
述
の
恵
谷
論
文
参
照
。

(

H

U

)

本
田
賀
信
氏
の
イ
ル
・
ハ
ン
朝
時
代
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
司
邑

M
E
E

《
王
園
の
》
と
い
う
ベ
ル
シ
ア
語
は
含
d
q
E
M
と
同
義
に
用
い
ら
れ
、

同
じ
く
園
有
地
の
意
に
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
従
っ
た
(
本
由
貿

信
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
』
東
京
大
拳
出
版
舎
、
一
九
九
て
二
六

六
頁
)
。
ま
た
、
一
四
世
紀
前
半
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
園
治
下
の
プ
ハ

ラ
の
ワ
タ
フ
文
書
の
鄭
接
地
の
記
述
に
は
、
自
由

B
E
E
-
-
合
唱

E
F

B
曲目

F
E
E
-
z
]回
な
る
土
地
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ィ

l
ワ

1
ン
、
イ
1
ン
ジ
ュ
ー
に
属
す
る
園
有
地
の
意
味
で
あ
ろ
う
(
加
藤
和

秀
「
0
・
且
・
チ
ェ
ホ
ヴ
ィ
チ
著
『
十
四
世
紀
プ
ハ
ラ
の
ワ
ク
フ
文

書
』
」
『
東
洋
摩
報
』
五
一
一
ー
四
、
一
九
七

O
、
二
一
九
頁
)
。
イ
l
ン

ジ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
本
田
寅
信
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
』
二
四
七
頁

参
照
。
ま
た
、
後
の
プ
ハ
ラ
・
ハ
ン
園
の
土
地
所
有
形
態
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
や
は
り
私
有
地
、
ワ
ク
フ
地
の
他
、
民
間
合
・
1
包
帥

B
E
E
-

S
E
E
-
H
目
曲
目
g
r
p
曲
品
合
・
1
唱同品目

E
E
-
同
世
田
同
ロ
・
仲
間
払
品
目

E
E

な
ど
の
言
葉
が
園
有
地
と
誇
さ
れ
、
プ
ハ
ラ
・
ハ

γ
園
時
代
の
図
有
地

の
内
容
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
〉

a
Eよ
】
白
出
塁
。
国
・
云
・

〉

4
0
占旬、
R
R
Q
N
、h刷、ま
h
k
o
ミ
R
O
S
旬、
SK村
田
町
、
u
n
b
、言。」
h
u
E
e

EN認
定
白
州
司

L

「
|
言
、
阻
む
ね
為

AuhoEミ
N
H
N
R
S
H
-
吋
曲
目
尻
市
出
4
・

E
8・叶
O
区

N
・
3
・H
I
N
∞・〉。
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THE PURCHASE DEEDS OF KHWlJA AHRlR AND

　　

THE OWNERSHIP OF REAL ESTATE IN THE

　　　　

FIFTEENTH-CENTURY CENTRAL ASIA

Kawamoto Masatomo

　　

It has been a　well-known fact that Khwaja Ahrar, a shaykh of

Naqshbandl Order in Samarqand under Timurid dynasty, had a large

amount of real property in the second half of the 15tli century. The publi-

cation of O. D. Chekhovich'ｓ ＳａｍａｒｈａｎｄｓkieＬ~)oku御巳がyXV-XVI ｒｄθ・

in 1974, enabled us to enter into the deeper details. This book contains

twelve documents in the 15th century, of which f〇ur are waqf documents,

and eight are purchase deeds. Through ａ research for the forms and

the contents of these eight purchase deeds, the author reveals the following

points on the ownership of real estate in Central Asia, i. e.‘milk.'

　　

First, the eight documents, all written as iqrar, show us that ゛milk'

was registered as an authorized private property according to the sharﾀﾞａ

in ａ Islamic ｃｏｕ比　Secondly, including agricultural　lands, villages,

shops, hammam, and　their　musha', or　joint　ownership,‘mi!k' was

purchasable and inheritable, and　was frequently transferred into waqf

property.

　

In the third place, the owners of 'milk' were shaykhs,‘ulama'

amirs, and the other representatives of the wealthy class. The ownership

of 'milk' was ａ means of their investment for economic profit.

ON THE METHOD OF BREWING IN

　　

ＢＥＩＳＨＡＮＪＩＵＪＩＮＧ北山酒経

Nakamura Takashi

　　　

ＢｅｉｓｆｉａｎｊｉＭＪｉｎｇ,writtenby Zhu Gong朱肱in the late Northern Song

era, explains the production in those days of alcoholic drinks in Zhejiang

province, which formed the origin of today's Zhejianghuangjiu 浙江黄酒．

- １－


